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一

近
代
大
阪
花
街
の
演
舞
場
の
建
築
―
北
陽
演
舞
場
を
中
心
に
―

藤
　
田
　
勝
　
也

は
じ
め
に

　

本
稿
は
近
代
大
阪
花
街
の
演
舞
場
の
建
築
に
関
す
る
一
試
論
で
あ
り
、
そ
の
目
的

は
、
第
一
に
、
近
代
大
阪
の
四
花
街
に
お
け
る
演
舞
場
が
有
し
た
建
築
的
特
徴
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
北
新
地
（
曾
根
崎
）
に
か
つ
て
所
在
し
た
北

陽
演
舞
場
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
存
在
意
義
を
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
近
代
大
阪
に
は
四
花
街
と
し
て
知
ら
れ
る
地
域
が
あ
っ
た
。
北
新

地
、
南
地
、
新
町
そ
し
て
堀
江
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
近
世
の
遊
廓
に
初
発
し
、
最
も

古
い
歴
史
を
も
つ
の
は
近
世
初
頭
、
元
和
・
寛
永
頃
に
成
立
し
た
新
町
廓
で
、
江
戸

の
吉
原
、
京
の
島
原
と
あ
わ
せ
て
日
本
三
大
遊
廓
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
堀
江
、

北
新
地
と
つ
づ
き
、
南
地
の
五
花
街
が
近
世
末
頃
に
成
立
し
た
と
い
う①
。
そ
れ
ら
の

遊
廓
は
各
々
が
有
し
た
歴
史
的
背
景
の
も
と
、
近
代
以
降
も
花
街
と
し
て
都
市
大
阪

に
独
自
の
地
域
を
形
成
し
た
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
花
街
に
も
、
芸
妓
が
歌
舞
音
曲
を

練
習
し
、
ま
た
本
格
的
な
技
芸
を
披
露
す
る
場
と
し
て
演
舞
場
が
設
け
ら
れ
た②
。

　

芸
妓
の
踊
り
の
会
は
京
都
の
「
都
を
ど
り
」
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
じ

ま
り③
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
北
新
地
に
設
け
ら
れ
て
同
年
六
月
「
浪
花

踊
」
の
初
演
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
南
地
の
演
舞
場

が
竣
工
し
、「
芦
辺
踊
」
の
初
演
が
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
近
代
に
お
け
る
演
舞
場
の
開

場
は
早
く
明
治
期
に
遡
る
が
、
そ
れ
ら
は
火
事
に
よ
っ
て
罹
災
し
、
建
築
関
係
の
資

料
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
そ
の
後
も
、

南
地
の
演
舞
場
は
関
係
資
料
が
相
対
的
に
不
足
し
て
い
る④
。
と
は
い
え
他
の
花
街
の

演
舞
場
に
つ
い
て
は
、
実
態
の
う
か
が
え
る
資
料
が
断
片
的
と
は
い
え
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
と
く
に
大
正
期
に
は
い
っ
て
相
次
い
で
建
設
さ
れ
た
、

北
新
地
、
堀
江
、
新
町
の
各
演
舞
場
の
建
築
に
注
目
す
る⑤
（
写
真
1
～
5
）。

　

四
花
街
の
演
舞
場
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
音
曲
停
止
の
示
達

に
よ
り
翌
年
か
ら
自
粛
休
演
し
、
そ
の
う
ち
北
新
地
、
南
地
、
堀
江
の
演
舞
場
は
、

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）、
戦
災
に
よ
っ
て
消
滅
し
た⑥
。
新
町
演
舞
場
は
昭
和
一
六

年
（
一
九
四
一
）
に
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
が
買
い
取
り
、
戦
後
の
昭
和
二
四
年

（
一
九
四
九
）
に
同
社
大
阪
支
店
を
母
体
と
す
る
大
阪
屋
の
社
屋
と
な
っ
た
後
、
昭
和

三
五
年
（
一
九
六
〇
）、
同
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
大
幅
な
増
築
・
改
変
を
受
け
つ

つ
存
続
し
て
い
た
が
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
解
体
さ
れ
た⑦
。
し
た
が
っ
て
大

阪
花
街
の
演
舞
場
は
い
ず
れ
も
現
存
は
し
な
い
。
し
か
し
京
都
に
は
祇
園
甲
部
歌
舞

練
場
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
や
先
斗
町
歌
舞
練
場
な
ど
大
正
期
の
建
設
に
か
か
る

建
物
が
今
も
の
こ
る⑧
。



二

写真 1　北陽演舞場�
　　　　『第七回浪花踊』�
� 大正10年より

写真 2　堀江演舞場�
� 『第一回木花踊』大正 3年より

写真 3　堀江演舞場�
� 『第十一回木花踊』大正14年より

写真 4　新町廓事務所（＋新町演舞場？）�
� 『第八回浪花踊』（新町）大正 4年より

写真 5　新町演舞場�
� 『第十二回浪花踊』（新町）大正11年より

写真 6　南地演舞場�
� 『第四十五回阿しべをどり』昭和 4年より



三

　

第
一
節
で
は
、
演
舞
場
が
一
般
の
劇
場
と
は
異
な
る
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
事
実
を
確
認
す
る
。
第
二
節
で
は
、
演
舞
場
が
有
し
た
特
異
性
を
建
築
的

特
徴
に
見
い
だ
す
。
具
体
的
に
は
待
合
の
た
め
の
充
実
し
た
空
間
を
も
っ
て
い
た
点

に
注
目
し
、
そ
の
内
実
を
検
証
す
る
。
第
三
節
で
は
、
こ
の
特
徴
の
初
発
点
と
み
な

さ
れ
る
大
阪
歌
舞
伎
と
設
計
・
施
工
し
た
大
工
、
中
村
儀
右
衛
門
（
一
八
五
二
～
一

九
二
一
）
を
取
り
上
げ
、
ま
た
こ
の
特
徴
が
際
立
つ
花
街
の
演
舞
場
の
一
つ
、
北
陽

演
舞
場
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
は
北
陽
演
舞
場
が
地
域

の
劇
場
と
し
て
担
っ
た
役
割
、
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
当
時
の
大
阪
の
、
さ
ら
に
梅

田
界
隈
の
劇
場
の
分
布
状
況
か
ら
推
論
し
た
い
。

一
　
近
代
花
街
に
お
け
る
演
舞
場
の
特
異
性

一

－

一
　
明
治
期
　
―
劇
場
取
締
規
則
を
め
ぐ
っ
て
―

　

明
治
一
五
年（
一
八
八
二
）一
一
月
施
行
の
劇
場
取
締
規
則
に
よ
る
と
、「
大
坂
市
街

并
ニ
接
続
町
村
ノ
劇
場
」
の
定
数
は
一
一
カ
所
に
定
め
ら
れ
て
い
た⑨
。
同
規
則
は
劇
場

名
で
は
な
く
、
住
所
を
も
っ
て
一
一
カ
所
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
住
所
か
ら
、

浪
花
座
を
は
じ
め
と
す
る
道
頓
堀
の
五
座
の
ほ
か
、
福
井
座
、
明
楽
座
、
平
松
座
、

高
島
座
、
堀
江
座
、
天
満
座
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
一
七
年（
一
八
八
四
）四

月
の
改
正
で
も
定
数
一
一
は
変
わ
ら
ず
、
同
様
に
記
さ
れ
る
住
所
か
ら
、
道
頓
堀
の

五
座
の
ほ
か
福
井
座
、
明
楽
座
、
高
島
座
、
堀
江
座
、
天
満
座
、
松
島
劇
場
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
一
五
年（
一
八
八
二
）に
記
載
の
あ
っ
た
平
松
座
は
明
治
一
四

年（
一
八
八
一
）一
一
月
に
閉
場
し
て
い
て
、
明
治
一
七
年（
一
八
八
四
）改
正
で
は
平

松
座
に
代
わ
っ
て
松
島
劇
場
（
後
に
松
島
八
千
代
座
に
改
称
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
劇
場
の
定
数
一
一
カ
所
に
つ
い
て
、
花
街
の
演
舞
場

は
対
象
外
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
曾
根
崎
新
地
の
演
舞
場
（
北
陽
演
舞
場
）
が
明
治
一

五
年
（
一
八
八
二
）
に
竣
工
し
、
浪
花
踊
の
初
演
は
同
年
六
月
で
あ
り
、
演
舞
場
は
確

か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
上
記
の
劇
場
取
締
規
則
の
明
治
一
五
年（
一
八
八
二
）、
明
治

一
七
年
（
一
八
八
四
）
と
も
に
、
一
一
カ
所
の
中
に
確
認
で
き
な
い⑩
。
上
記
一
一
カ
所

の
中
で
は
、
南
地
の
道
頓
堀
五
座
の
ほ
か
に
、
明
治
一
四
年（
一
八
八
一
）開
場
の
高
島

座
が
新
町
廓
に
あ
っ
た
劇
場
で
は
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
は
揚
屋
「
高
嶋
屋
」
が
明
治
一

四
年
に
高
島
座
と
称
す
る
芝
居
小
屋
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
一
七
年（
一
八
八
四
）に

は
新
町
座
に
改
称
し
て
新
派
劇
の
創
始
と
さ
れ
る
「
壮
士
劇
」
を
上
演
し
て
い
た
。
明

治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
新
町
の
大
火
で
焼
失
、
そ
の
跡
地
に
廓
事
務
所
と
婦
徳
会
場

を
新
築
開
場
し
た
の
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
で
あ
っ
た
（
後
述
、
第
一
節
第
三

項
）。
明
治
一
七
年
当
時
、
高
島
座
（
改
称
し
て
新
町
座
）
は
演
舞
場
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
開
場
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
改
築
の
堀
江
座
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
開
場
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
一
一
月
焼
失
、
翌
一
五

年
（
一
八
八
二
）
一
月
新
築
開
場
の
明
楽
座
は
、
い
ず
れ
も
上
記
一
一
カ
所
の
中
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
堀
江
廓
に
あ
っ
た
劇
場
だ
が
、
演
舞
場
で
は
な
い
。
ま
た
明

治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
み
え
る
平
松
座
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
明
治
一
七
年
（
一
八

八
四
）
に
み
え
る
松
島
劇
場
（
松
島
八
千
代
座
）
は
と
も
に
松
島
廓
の
劇
場
で
あ
る
。

北
陽
演
舞
場
が
劇
場
と
し
て
対
象
外
の
扱
い
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
所
在
地
が
花
街
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
花
街
の
演
舞
場
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一

－

二
　
大
正
期
　
―
大
阪
府
技
師
池
田
實
の
見
方
―

　

北
新
地
の
演
舞
場
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
焼
失
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て



四

不
在
で
、
場
所
を
変
え
て
再
建
さ
れ
た
の
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
で
あ
っ

た
。
そ
の
五
年
後
に
あ
た
る
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
の
、
大
阪
府
技
師
の
池

田
實
に
よ
る
「
大
阪
に
於
け
る
劇
場
の
変
遷
」
は
、
大
阪
で
の
当
時
の
劇
場
の
実
態

な
ら
び
に
そ
れ
ま
で
の
変
遷
を
紹
介
・
検
証
し
た
も
の
で
、
花
街
の
演
舞
場
に
対
す

る
見
方
が
う
か
が
え
て
示
唆
に
富
む⑪
。

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
頃
の
大
阪
に
は
、
大
小
あ
わ
せ
て
三
九
の
「
劇
場
」
が

あ
っ
た
と
池
田
は
い
う
。
池
田
は
そ
れ
ら
を
「
演
劇
」、「
活
動
写
真
」
そ
し
て
、「
特

種
」
の
三
種
に
分
類
す
る
。
演
劇
は
「
劇
を
演
じ
る
場
」
で
あ
り
、
活
動
写
真
館
は

今
日
の
映
画
館
に
あ
た
る
。
こ
の
活
動
写
真
館
は
本
来
、
劇
場
で
は
な
く
「
観
物
場

の
種
類
に
入
る
べ
き
も
の
」
だ
が
、
大
規
模
館
で
は
い
わ
ゆ
る
連
鎖
劇
を
加
演
す
る

こ
と
か
ら
「
劇
場
」
と
し
て
扱
っ
た
も
の
で
、
小
規
模
な
活
動
写
真
館
は
観
物
場
と

し
て
ほ
か
に
も
多
く
あ
っ
た
と
い
う
。

　

注
目
す
べ
き
は
「
特
種
」
で
あ
る
。「
特
種
」
の
立
項
の
趣
旨
を
池
田
は
明
記
し
な

い
。
と
は
い
え
そ
こ
に
分
類
さ
れ
る
劇
場
を
指
し
て
「
芸
妓
の
演
舞
場
」
と
は
記
し

て
お
り
、
は
た
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
北
陽
演
舞
場
、
南
演
舞
場
、
婦
徳
会
場
、

堀
江
演
舞
場
と
い
う
大
阪
四
花
街
の
演
舞
場
で
あ
る
。
そ
れ
ら
花
街
に
立
地
す
る
演

舞
場
を
区
別
し
て
「
特
種
」
と
呼
称
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
活
動
写
真
館
で
な

い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
演
劇
の
た
め
の
一
般
の
劇
場
と
も
異
な
る
存
在
、
と
い
う
の

が
池
田
の
認
識
で
あ
る
。
前
項
の
劇
場
取
締
規
則
は
演
舞
場
を
劇
場
の
定
数
か
ら
除

外
し
て
い
た
。
対
す
る
に
こ
こ
で
は
、
劇
場
に
一
応
含
め
て
は
い
る
が
、
し
か
し
同

列
に
は
扱
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
池
田
は
大
正
八
年
末
に
お
け
る
劇
場
の
定
数
と
実
数
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

る
。
定
数
は
大
劇
場
と
小
劇
場
に
分
け
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
大
小
の
区
別
は

劇
場
取
締
規
則
に
よ
る
も
の
で
、
大
劇
場
は
建
坪
が
二
〇
〇
坪
以
上
、
小
劇
場
は
一

〇
〇
坪
以
上
二
〇
〇
坪
未
満
で
あ
っ
た
。
定
数
の
改
正
は
明
治
三
〇
年
、
さ
ら
に
大

正
二
年
に
な
さ
れ
た
よ
う
で
、
大
正
二
年
に
は
大
劇
場
は
一
二
か
ら
一
五
館
へ
、
小

劇
場
は
三
〇
か
ら
三
五
館
に
増
加
し
、
都
合
五
〇
館
が
劇
場
の
定
数
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
も
池
田
が
「
現
在
数
」
に
つ
い
て
三
九
館
と
せ
ず
三
五
館
と
し
た
こ
と
が

留
意
さ
れ
る
。「
特
種
」
の
四
館
（
大
劇
場
二
、
小
劇
場
二
）
を
三
九
館
か
ら
除
外

し
、
別
扱
い
と
し
た
の
は
、
上
記
し
た
通
り
、
劇
場
取
締
規
則
の
定
数
に
花
街
の
演

舞
場
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
当
時
の
劇
場
の
分
布
傾
向
に
つ
い
て
池
田
は
言
及
す
る
が
、「
特
種
」
に
分

類
さ
れ
る
演
舞
場
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
劇
場
と
は
別
に
検
討
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
「
尚
其
の
外
」
の
劇
場
と
し
て
「
特
種
劇
場
」
が
あ
っ
た
と
し
、「
南
五
花
街
」
の

南
演
舞
場
と
「
北
の
新
地
」
の
北
陽
演
舞
場
が
大
劇
場
、「
新
町
廓
」
の
婦
徳
会
場
と

「
堀
江
廓
」
の
堀
江
演
舞
場
が
小
劇
場
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
記
す
。
そ
の
当
時
は

存
在
し
な
か
っ
た
が
、
堀
江
廓
に
あ
っ
た
堀
江
座
、
明
楽
座
、
曾
根
崎
新
地
に
あ
っ

た
福
井
座
や
、
ま
た
存
在
し
た
松
島
廓
の
八
千
代
座
は
、
い
ず
れ
も
「
劇
場
」
と
し

て
扱
っ
て
お
り
、「
特
種
」
と
い
う
分
類
、「
特
種
劇
場
」
と
い
う
呼
称
が
、
単
に
花

街
に
所
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
花
街
の
演
舞
場
と
い
う
、
他
の

劇
場
に
は
な
い
特
異
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
あ
ら
た
め
て
確

認
で
き
る
の
で
あ
る
。

一

－

三
　
履
歴
書
で
の
扱
い

　

後
述
（
第
三
節
）
す
る
よ
う
に
、
中
村
儀
右
衛
門
（
一
八
五
二
～
一
九
二
一
）
は

角
座
や
浪
花
座
な
ど
道
頓
堀
の
劇
場
を
複
数
手
が
け
る
な
ど
大
阪
の
劇
場
建
築
に
多



五

く
の
作
品
を
の
こ
し
た
ほ
か
、
新
町
や
堀
江
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
北
新
地
の
演
舞

場
に
も
関
わ
っ
た
市
内
南
区
在
住
の
大
工
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
儀
右
衛
門
の
履
歴

書
五
点
（『
中
村
儀
右
衛
門
資
料
』（
関
西
大
学
蔵
）、
以
下
総
称
し
て
「
履
歴
書
」
と

記
す
）
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
五
点
に
次
の
通
り
番
号
を
付
す
。
①
表
紙
が
な
く
表

題
に
つ
づ
け
て
本
文
を
記
す
も
の
、
②
表
題
を
「
履
歴
書
」
と
す
る
も
の
、
③
表
題

を
「
履
暦
書
」
と
す
る
も
の
、
④
表
題
を
「
設
計
者　

履
暦
書
」
と
記
し
、
右
脇
に

「
明
治
四
拾
壱
年　

九
月
改
メ
」
と
朱
字
の
あ
る
も
の
、
⑤
表
題
を
「
設
計
監
督
者
履

歴
書
」
と
す
る
も
の
。
以
上
五
点
で
あ
る
。
奥
付
等
の
年
紀
か
ら
成
立
の
時
期
が
う

か
が
え
る
。
①
は
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
、
②
は
明
治
四
五
年
（
一
九
一

二
）
六
月
の
記
載
を
も
と
に
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
～
翌
三
年
（
一
九
一

四
）
三
月
以
前
に
加
筆⑫
、
③
も
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
で
、
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
九
月
に
改
正
、
④
は
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
一
一
月
で
、
同
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
九
月
に
加
筆
、
⑤
は
定
か
で
な
い
が
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
頃
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
同
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
か
よ
う
に
成
立
時
期
の
新
旧
を
反
映
し
て
、
記
載
さ
れ
る
事
績
に
多
寡
を
生

じ
て
い
る
。
し
か
し
五
点
と
も
各
事
績
に
差
異
は
な
く
、
同
じ
内
容
を
記
し
た
も
の

と
い
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
多
く
の
事
績
を
記
す
の
は
、
は
た
し
て
亡
く
な
る
七
年

前
の
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
ま
で
年
次
が
下
が
り
、
加
筆
の
あ
る
②
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
明
治
二
五
年
～
同
二
六
年
（
一
八
九
二
～
三
）
の
新
町

廓
の
建
築
、
廓
事
務
所
と
婦
徳
会
場
で
あ
る
。
五
点
と
も
に
こ
の
事
績
を
本
文
中
に

記
さ
な
い
。
儀
右
衛
門
に
よ
る
新
町
廓
の
建
築
が
い
ず
れ
の
履
歴
書
の
成
立
年
次
よ

り
も
古
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
元
本
が
未
記
載
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
加

筆
に
注
目
し
て
み
る
と
、
①
は
そ
も
そ
も
加
筆
が
な
く
、
③
は
事
績
の
重
複
掲
載
は

あ
る
が
、
加
筆
は
な
い
。
し
か
し
④
⑤
は
加
筆
が
い
ず
れ
も
明
治
四
一
年
（
一
九
〇

八
）
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
際
に
新
町
廓
に
つ
い
て
も
加
筆
で
き
た
は
ず
で

あ
る
の
に
、
新
町
廓
は
見
当
た
ら
な
い
。
事
績
か
ら
外
す
、
あ
え
て
不
記
載
と
す
る

意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
を
抱
か
せ
さ
え
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
②
は
新
町
廓
の
事
績
を
上
部
欄
外
に
加
筆
し
て
示
す
。
②
は
電
気
館
を

は
じ
め
明
治
四
三
年
～
大
正
元
年
（
一
九
一
〇
～
一
九
一
二
）
の
劇
場
に
つ
い
て
も

加
筆
す
る
が
、
そ
れ
は
④
⑤
に
お
い
て
元
本
以
降
の
事
績
に
つ
い
て
加
筆
す
る
の
と

同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
②
で
の
新
町
廓
の
加
筆
は
、
そ
れ
ら
の
加
筆
と
は
意
味
が
異

な
る
。
そ
し
て
②
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
竣
工
の
堀
江
演
舞
場
も
加
筆
す
る
。

そ
の
成
立
年
次
か
ら
②
以
外
が
不
記
載
と
い
う
の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
新
町
廓
に

加
え
て
堀
江
演
舞
場
に
つ
い
て
も
②
が
明
示
す
る
の
は
、
②
以
外
の
履
歴
書
と
の
差

異
を
際
立
た
せ
る
。
儀
右
衛
門
が
花
街
の
建
築
に
も
腕
を
振
る
っ
て
い
た
と
い
う
事

実
は
、
②
（
の
加
筆
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
履
歴
書
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
一
体
な
ぜ
か
。

　

南
地
五
花
街
の
道
頓
堀
五
座
で
は
、
観
客
層
の
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う⑬
。
す
な
わ

ち
明
治
三
〇
年
代
後
半
以
降
、
良
家
の
「
奥
様
、
令
嬢
」
が
観
客
と
し
て
新
た
に
出

入
り
し
、
さ
ら
に
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
工
場
労
働
者
に
よ
る
集
団
観
劇
が
は
じ

ま
る
。
履
歴
書
の
加
筆
の
年
次
は
大
正
二
～
三
年
（
一
九
一
三
～
四
）
で
あ
り
、
北

陽
演
舞
場
の
着
工
が
そ
の
前
年
で
、
堀
江
演
舞
場
と
と
も
に
建
設
中
で
あ
っ
た
。
一

般
の
劇
場
と
は
一
線
を
画
す
る
存
在
、
と
い
う
の
が
花
街
の
演
舞
場
で
は
あ
る
。
と

は
い
え
、
か
か
る
見
方
も
ま
た
、
劇
場
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ
る
大
衆
化
を
背
景
に
、
こ

の
時
期
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



六

二
　
花
街
演
舞
場
の
建
築
的
特
徴

　

大
正
期
に
は
い
っ
て
相
次
い
で
建
設
さ
れ
た
、
北
新
地
、
堀
江
、
新
町
の
各
演
舞

場
、
さ
ら
に
不
明
な
点
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
よ
り
や
や
先
行
す
る
明
治
四
四
年
竣
工

の
南
地
の
演
舞
場
も
あ
わ
せ
て
、
大
阪
四
花
街
の
演
舞
場
の
建
築
に
つ
い
て
一
覧
に

し
た
の
が
表
一
で
あ
る
。
同
表
で
は
比
較
対
照
の
便
か
ら
、
京
都
の
演
舞
場
（
祇
園

甲
部
、
先
斗
町
）、
さ
ら
に
参
考
と
し
て
大
阪
歌
舞
伎
（
第
三
節
参
照
）
お
よ
び
道
頓

堀
の
角
座
、
新
世
界
の
い
ろ
は
座
を
併
載
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
花
街
の
演
舞
場
の
特
異
性
を
建
築
の
視
点
か
ら
見
直
す
と
、
た
と
え
ば
そ

れ
は
外
観
や
フ
ァ
サ
ー
ド
に
あ
ら
わ
れ
る
様
式
や
意
匠
よ
り
は
む
し
ろ
、
建
築
平
面

表
一
　
演
舞
場
一
覧�北

陽
演
舞
場

堀
江
演
舞
場
Ⅰ

堀
江
演
舞
場
Ⅱ

新
町
演
舞
場

南
地
演
舞
場

祇
園
甲
部

歌
舞
練
場

先
斗
町

歌
舞
練
場

大
阪
歌
舞
伎

（
参
考
）

角
座

（
参
考
）

い
ろ
は
座

（
参
考
）

着

工

年

大
正
元

（1912）

大
正
二

（1913）

大
正
六

（1917）

大
正
九

（1920）

明
治
四
三

（1910）

大
正
元

（1912）

大
正
一
四

（1925）

明
治
二
九

（1896）

大
正
八

（1920）

―

竣

工

年

大
正
四

（1915）

大
正
三

（1915）

大
正
七

（1918）

大
正
一
一

（1922）

明
治
四
四

（1911）

大
正
二

（1913）

昭
和
二

（1927）

明
治
三
〇

（1897）

大
正
九

（1921）

大
正
一
三

（1925）

消

失

年

昭
和
二
〇

（1945）

大
正
五

（1916）

昭
和
二
〇

（1945）

平
成
二
六

（2014）

昭
和
二
〇

（1945）

現
存

現
存

明
治
三
一

（1898）

昭
和
二
〇

（1945）

昭
和
二
〇

（1945）

構

造

形

式

木
造
＋
鉄
骨
造

木
造

木
造

鉄
骨
煉
瓦
造
＋
Ｒ
Ｃ

造

不
明

木
造

Ｒ
Ｃ
造

木
造

木
造
＋
Ｒ
Ｃ
造

Ｒ
Ｃ
造

階

数

地
上
二
階
（
一
部

三
階
）
地
下
一
階

二
階
建
？

二
階
建

地
上
三
階
地
下
一
階

三
階
建
？

二
階
建

地
上
四
階
（
一
部

三
階
）
地
下
一
階

三
階
建

三
階
地
下
一
階

三
階
地
下
一
階

待
合
の
有
無

○

○

○

○

○
？

○

○

○

×

×

等
級
別
の
有
無

○

○

○

○

○

○

○

？

×

×

待
合
空
間
の
形
態

別
棟

別
棟

別
棟

同
一
棟

不
明

別
棟

同
一
棟

別
棟

×

×

敷

地

坪

数

525

470

475

―

不
明

―

375

1330
余

483

―

建

坪

数

359

315

298

476

不
明

1000

296

487
＋
300

418

120

延

坪

数

641

―

―

1465

不
明

―

1201

840

―

―

設
計
・
施
工
者

施
工
大
林
組
、
設
計

松
本
禹
象
（
大
林

組
）、
設
計
助
手
木
村

得
三
郎
（
大
林
組
）、

設
計
顧
問
亀
岡
末
吉

中
村
儀
右
衛
門

中
村
奈
良
市

施
工
竹
中
工
務
店
、

設
計
片
岡
建
築
事
務

所
（
担
当
吉
木
久

吉
）
現
場
主
任
関
口

勝
五
郎

不
明

本
館
・
別
館
・
玄

関
・
八
坂
倶
楽
部　

設
計
施
工
不
明

施
工
大
林
組
、
設
計

木
村
得
三
郎
（
大
林

組
）
設
計
顧
問
武
田

五
一
、
現
場
主
任
船

本
晋

中
村
儀
右
衛
門

設
計
岡
部
建
築
事
務

所　

施
工
中
村
儀
右

衛
門

設
計
岡
部
建
築
事

務
所



七

の
方
に
よ
り
一
層
顕
在
化
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
演
舞
場
の
建
築
的
特
徴

と
し
て
、
①
敷
地
内
あ
る
い
は
建
物
内
に
充
実
し
た
待
合
の
た
め
の
空
間
を
有
し
た

こ
と
、
②
待
合
の
た
め
の
空
間
や
観
覧
席
は
等
級
別
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
③
観
客

の
動
線
も
等
級
別
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
④
待
合
の
空
間
に
茶
席
や
酒
場
を

付
設
す
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る⑭
。

　

四
花
街
の
う
ち
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
竣
工
の
北
陽
演
舞
場
（
図
1

－
1
～
2
）

に
つ
い
て
は
、
設
計
・
施
工
に
携
わ
っ
た
大
林
組
に
よ
る
設
計
図
面
や
写
真
、
工
事

梗
概
に
よ
っ
て
詳
細
が
知
ら
れ
る⑮
。
ま
た
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
お
よ
び
同
七
年

（
一
九
一
八
）
竣
工
の
堀
江
演
舞
場
に
つ
い
て
は
木
花
踊
の
番
付⑯
、
大
正
一
一
年
（
一

九
二
二
）
竣
工
の
新
町
演
舞
場
に
つ
い
て
は
新
町
浪
花
踊
の
番
付⑰
に
、「
新
築
の
技
芸

練
習
場
」「
新
築
梗
概
」「
新
築
要
旨
」
な
ど
と
し
て
概
要
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
上
記
①
～
④
の
特
徴
が
確
認
あ
る
い
は
推
定
で
き
る
。
大
阪
の
四
花
街
の
う

ち
建
築
図
面
が
見
い
だ
せ
る
の
は
現
時
点
で
は
北
陽
演
舞
場
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
南

地
演
舞
場
に
つ
い
て
は
資
料
が
不
足
し
て
い
て
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
②
観
覧
席

が
等
級
別
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
定
で
き
る⑱
。
①
②
④
は
先
斗
町
歌
舞
練
場
（
図
2

－

1
～
5
）
や
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場
で
も
確
認
で
き⑲
、
③
に
つ
い
て
は
別
途
検
証
が
必

要
だ
が
、
い
ず
れ
も
大
阪
に
限
ら
な
い
花
街
の
演
舞
場
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

①
～
④
は
、
待
合
空
間
と
等
級
別
の
二
点
に
集
約
で
き
る
。
両
者
は
表
裏
一
体
だ

が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
前
者
、
待
合
の
た
め
の
空
間
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と

え
ば
同
時
期
の
劇
場
の
事
例
と
し
て
、
大
劇
場
で
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
竣
工

の
道
頓
堀
の
角
座
、
小
劇
場
で
は
竣
工
年
が
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
の
新
世
界

の
い
ろ
は
座
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
舞
台
と
観
客
席
が
大
半
を
占
め
、
演
舞
場
に
あ
る

よ
う
な
待
合
の
た
め
の
空
間
は
不
在
で
あ
る⑳
。
し
か
し
そ
う
し
た
あ
り
方
は
劇
場
の

建
築
と
し
て
は
む
し
ろ
通
例
で
あ
っ
て
、
待
合
の
空
間
を
設
け
る
演
舞
場
の
方
こ
そ

特
異
で
あ
る
。

　

待
合
の
た
め
の
空
間
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
劇
場
で
は
芝
居
茶
屋
に
お
よ
そ
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。
芝
居
茶
屋
は
劇
場
に
近
在
し
、
観
客
席
の
予
約
や
案
内
、
茶
や
た

ば
こ
盆
、
菓
子
、
酒
肴
の
提
供
、
幕
間
の
休
憩
所
そ
し
て
、
食
事
（
弁
当
）
の
販
売

な
ど
観
劇
の
た
め
に
不
可
欠
の
施
設
で
あ
り
、
舞
台
・
観
客
席
を
も
つ
劇
場
と
別
ち

が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
演
舞
場
は
そ
の
空
間
を
施
設
の
一
部
と
し
て
内
包
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
陽
演
舞
場
や
堀
江
演
舞
場
で
は
、
舞
台
や

観
客
席
の
あ
る
建
物
と
は
別
に
、
待
合
空
間
の
た
め
に
建
物
を
設
け
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
舞
台
と
待
合
を
別
棟
に
し
た
か
か
る
形
態
は
、
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場
で
も
確

認
で
き
る
。

　

北
陽
演
舞
場
で
は
、
前
者
の
舞
台
・
観
客
席
な
ど
を
収
め
る
建
物
は
「
本
館
」、
後

者
の
事
務
や
待
合
室
の
あ
る
建
物
は
「
別
館
」
あ
る
い
は
「
待
合
所
」
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
各
々
の
建
坪
は
一
九
三
坪
、
一
六
六
坪
で
あ
っ
て
、
舞
台
・
観
客
席
な

ど
の
空
間
は
当
然
と
し
て
、
待
合
空
間
も
ま
た
演
舞
場
の
敷
地
全
体
の
中
で
大
き
な

面
積
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

待
合
の
た
め
の
空
間
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
敷
地
の
拡
張
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

北
陽
演
舞
場
の
当
初
の
敷
地
総
坪
数
は
三
九
〇
坪
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
餘
り
狭
隘

の
た
め
」
五
二
五
坪
に
拡
張
し
、
設
計
も
中
途
変
更
さ
れ
た㉑
。
こ
の
敷
地
拡
張
の
過

程
を
、
演
舞
場
着
工
前
の
明
治
四
四
年
七
月
の
地
籍
図
に
見
る
と
（
図
3
）、
当
初
の

敷
地
は
南
・
北
の
み
街
路
に
面
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
西
側
隣
接
地
を
取
り
込
ん

表
一
　
演
舞
場
一
覧�北

陽
演
舞
場

堀
江
演
舞
場
Ⅰ

堀
江
演
舞
場
Ⅱ

新
町
演
舞
場

南
地
演
舞
場

祇
園
甲
部

歌
舞
練
場

先
斗
町

歌
舞
練
場

大
阪
歌
舞
伎

（
参
考
）

角
座

（
参
考
）

い
ろ
は
座

（
参
考
）

着

工

年

大
正
元

（1912）

大
正
二

（1913）

大
正
六

（1917）

大
正
九

（1920）

明
治
四
三

（1910）

大
正
元

（1912）

大
正
一
四

（1925）

明
治
二
九

（1896）

大
正
八

（1920）

―

竣

工

年

大
正
四

（1915）

大
正
三

（1915）

大
正
七

（1918）

大
正
一
一

（1922）

明
治
四
四

（1911）

大
正
二

（1913）

昭
和
二

（1927）

明
治
三
〇

（1897）

大
正
九

（1921）

大
正
一
三

（1925）

消

失

年

昭
和
二
〇

（1945）

大
正
五

（1916）

昭
和
二
〇

（1945）

平
成
二
六

（2014）

昭
和
二
〇

（1945）

現
存

現
存

明
治
三
一

（1898）

昭
和
二
〇

（1945）

昭
和
二
〇

（1945）

構

造

形

式

木
造
＋
鉄
骨
造

木
造

木
造

鉄
骨
煉
瓦
造
＋
Ｒ
Ｃ

造

不
明

木
造

Ｒ
Ｃ
造

木
造

木
造
＋
Ｒ
Ｃ
造

Ｒ
Ｃ
造

階

数

地
上
二
階
（
一
部

三
階
）
地
下
一
階

二
階
建
？

二
階
建

地
上
三
階
地
下
一
階

三
階
建
？

二
階
建

地
上
四
階
（
一
部

三
階
）
地
下
一
階

三
階
建

三
階
地
下
一
階

三
階
地
下
一
階

待
合
の
有
無

○

○

○

○

○
？

○

○

○

×

×

等
級
別
の
有
無

○

○

○

○

○

○

○

？

×

×

待
合
空
間
の
形
態

別
棟

別
棟

別
棟

同
一
棟

不
明

別
棟

同
一
棟

別
棟

×

×

敷

地

坪

数

525

470

475

―

不
明

―

375

1330
余

483

―

建

坪

数

359

315

298

476

不
明

1000

296

487
＋
300

418

120

延

坪

数

641

―

―

1465

不
明

―

1201

840

―

―

設
計
・
施
工
者

施
工
大
林
組
、
設
計

松
本
禹
象
（
大
林

組
）、
設
計
助
手
木
村

得
三
郎
（
大
林
組
）、

設
計
顧
問
亀
岡
末
吉

中
村
儀
右
衛
門

中
村
奈
良
市

施
工
竹
中
工
務
店
、

設
計
片
岡
建
築
事
務

所
（
担
当
吉
木
久

吉
）
現
場
主
任
関
口

勝
五
郎

不
明

本
館
・
別
館
・
玄

関
・
八
坂
倶
楽
部　

設
計
施
工
不
明

施
工
大
林
組
、
設
計

木
村
得
三
郎
（
大
林

組
）
設
計
顧
問
武
田

五
一
、
現
場
主
任
船

本
晋

中
村
儀
右
衛
門

設
計
岡
部
建
築
事
務

所　

施
工
中
村
儀
右

衛
門

設
計
岡
部
建
築
事

務
所



八

図 1 - 1 　北陽演舞場　 1階平面図

図 1 - 2 　北陽演舞場　 2階・一部 3階平面図



九

で
、
西
面
も
街
路
に
直
接
し
、
結
果
、
南
・
西
・
北
を
街
路
に
面
し
、

街
区
西
端
を
占
め
る
広
大
な
敷
地
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る㉒
。

本
館
は
敷
地
の
東
半
、
当
初
の
予
定
地
に
あ
っ
て
、
拡
張
さ
れ
た
敷

地
西
半
部
に
は
待
合
空
間
を
収
め
る
別
館
が
た
て
ら
れ
た
。
敷
地
の

西
へ
の
拡
張
と
設
計
変
更
の
主
眼
が
、
待
合
空
間
の
充
実
に
あ
っ
た

こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
新
町
演
舞
場
で
は
別
棟
に
せ
ず
、
舞
台
・
観
客
席
・
待

合
の
た
め
の
空
間
は
す
べ
て
同
一
棟
内
に
収
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
建
築
図
面
が
管
見
に
見
え
ず
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
参
考
に

な
る
の
は
同
様
の
形
態
を
と
る
先
斗
町
歌
舞
練
場
（
図
2

－

1
～
5
）

で
あ
る
。
南
北
に
長
い
矩
形
平
面
で
建
物
は
西
面
し
、
舞
台
の
あ
る

図 1 - 1 ～ 2 、図 2 - 1 ～ 5 　いずれも京都
大学大学院工学研究科建築学専攻所蔵の
図面を一部加工　（註⑮・�参照）

図 2 - 1 　先斗町歌舞練場　 1階平面図
（左が北、以下同様）

図 2 - 2 　先斗町歌舞練場　 2階平面図

図 2 - 3 　先斗町歌舞練場　 3階平面図

図 2 - 4 　先斗町歌舞練場　 4階平面図

図 2 - 5 　先斗町歌舞練場　地階平面図



一
〇

建
物
北
半
は
三

階
建
て
、
玄
関

の
あ
る
南
半
は

四
階
建
て
と
し

て
い
た
。
南
半

の
一
階
東
部
に

二
等
客
用
待
合

室
（
平
常
時
は

事
務
室
）、
そ

の
二
階
に
は
特

等
待
合
室
、
さ

ら
に
三
階
に
も

待
合
室
が
あ

り
、
ま
た
玄
関

上
方
の
三
・
四

階
に
は
休
憩
室

そ
し
て
、
四
階

南
面
中
央
に
は
展
望
室
を
設
け
る
な
ど㉓
、
待
合
の
た
め
の
空
間
が
舞
台
・
観
客
席
と

な
ら
ん
で
広
い
面
積
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
一
棟
内
に
収
め
て
い
た
と

は
い
え
、
待
合
空
間
を
重
視
し
た
平
面
構
成
で
あ
っ
た㉔
。

　

待
合
の
た
め
の
空
間
を
別
棟
に
す
る
か
否
か
は
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
斗

町
歌
舞
練
場
は
敷
地
面
積
が
四
〇
〇
坪
に
満
た
ず
、
他
の
演
舞
場
に
比
し
て
狭
い
。

し
か
も
西
は
先
斗
町
通
り
、
東
は
鴨
川
に
挟
ま
れ
、
西
面
の
み
開
く
と
い
う
厳
し
い

敷
地
条
件
で
、
複
数
棟
を
配
置
す
る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
、
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
新
町
演
舞
場
は
敷
地
面
積
四
七
六
坪
で
北
陽
演
舞
場
よ
り
は

小
さ
い
も
の
の
、
堀
江
演
舞
場
と
は
遜
色
な
く
、
敷
地
面
積
の
狭
小
性
だ
け
を
も
っ

て
そ
の
理
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
に
、
別
棟
に
し

な
い
新
町
と
先
斗
町
に
共
通
す
る
構
造
形
式
で
あ
る
。
別
棟
に
し
た
演
舞
場
は
い
ず

れ
も
木
造
、
対
す
る
に
新
町
演
舞
場
は
鉄
骨
煉
瓦
造
＋
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
先

斗
町
歌
舞
練
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
そ
し
て
二
つ
目
に
、
着
工
時
期

が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
同
一
一
年
（
一
九
二
二
）
で
あ
り
、
別
棟
の
演
舞
場
で

は
新
し
い
堀
江
演
舞
場
の
大
正
六
年
よ
り
、
若
干
と
は
い
え
さ
ら
に
時
期
が
下
が
る

こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。

　

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
六
月
、
市
街
地
建
築
物
法
第
一
四
条
の
規
定
に
よ
る

構
造
規
則
が
発
令
さ
れ
、
そ
の
適
用
地
に
お
い
て
は
、
大
劇
場
に
つ
い
て
主
要
構
造

部
は
耐
火
構
造
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
都
市
で
の
木
造
に
よ
る
大
劇
場
の
建

設
は
不
可
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
新
町
の
演
舞
場
は
大
劇
場
で
は
な
い
が
、
劇
場

建
築
の
構
造
は
木
造
か
ら
非
木
造
へ
と
い
う
の
が
時
代
の
潮
流
で
あ
っ
た
ろ
う㉕
。
余

裕
の
あ
る
敷
地
内
に
機
能
・
用
途
が
異
な
る
複
数
の
建
物
を
適
宜
配
置
し
、
廊
・
渡

殿
で
結
ぶ
と
い
う
の
は
、
前
近
代
に
お
け
る
特
権
支
配
者
層
に
よ
る
木
造
住
宅
の
あ

り
方
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
待
合
棟
と
舞
台
・
観
客
棟
を
分
け
る
の
も
、
そ
う
し
た
伝

統
的
な
配
置
構
成
に
通
じ
る
も
の
と
も
い
え
る
。
い
っ
ぽ
う
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

な
ど
近
代
以
降
に
あ
ら
わ
れ
た
非
木
造
の
耐
火
構
造
の
建
物
が
、
木
造
住
宅
の
伝
統

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
ど
む
ろ
ん
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
新
町
演
舞
場
で

は
地
上
三
階
地
下
一
階
、
先
斗
町
歌
舞
練
場
で
は
地
上
四
階
地
下
一
階
と
い
っ
た
よ

う
に
、
一
部
に
三
階
建
て
は
あ
る
も
の
の
二
階
建
て
の
木
造
と
比
べ
て
多
層
階
が
容

図 3　北陽演舞場の敷地　曾根崎新地 3丁目
　　　『大阪地籍地図』明治44年 7月を一部加工
　　　（実線は当初、破線は拡張部分）



一
一

易
に
可
能
で
あ
り
、
一
棟
内
に
舞
台
・
観
客
席
さ
ら
に
待
合
の
た
め
の
空
間
も
内
包

し
得
た
。
は
た
し
て
先
斗
町
歌
舞
練
場
で
は
一
～
三
階
の
各
階
に
広
い
待
合
室
が
あ

り
、
さ
ら
に
舞
台
・
観
客
席
の
空
間
は
二
階
ま
で
で
、
三
階
に
は
八
一
畳
半
の
大
座

敷
、
南
半
の
四
階
東
面
に
も
三
〇
畳
半
の
座
敷
に
七
畳
半
の
次
の
間
が
あ
っ
た
。
し

か
も
前
者
の
大
座
敷
は
東
・
西
両
面
、
後
者
の
座
敷
は
東
面
に
露
台
（
半
屋
外
の
テ

ラ
ス
）
を
設
け
て
い
て
、
東
面
の
露
台
か
ら
は
東
山
の
景
観
が
楽
し
め
た
と
い
う
。

大
阪
と
京
都
で
は
事
情
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
市
街
地
建
築
物
法
を
背
景
に
し
た
、

木
造
か
ら
非
木
造
へ
と
い
う
建
物
構
造
の
変
化
が
、
別
棟
か
ら
同
一
棟
へ
の
変
化
を

促
す
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

三
　
待
合
空
間
を
内
包
す
る
劇
場
―
大
阪
歌
舞
伎
と
大
工
中
村
儀
右
衛
門
―

　

別
棟
か
同
一
棟
か
に
よ
ら
ず
、
広
く
充
実
し
た
待
合
の
た
め
の
空
間
を
内
包
す
る

の
は
、
花
街
の
演
舞
場
が
も
つ
著
し
い
建
築
的
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
起
源
で

は
な
い
か
と
目
さ
れ
る
の
は
、
後
に
北
陽
演
舞
場
が
た
つ
す
ぐ
近
く
、
梅
田
停
車
場

（
現
大
阪
駅
）
の
南
方
に
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
開
場
し
た
大
阪
歌
舞
伎
で
あ
る
。

　

大
阪
歌
舞
伎
で
は
、
舞
台
・
観
客
席
と
は
別
に
、
観
客
の
食
事
や
休
憩
・
談
話
の

た
め
の
待
合
空
間
が
劇
場
内
に
あ
っ
た
。
大
阪
歌
舞
伎
に
つ
い
て
紹
介
し
た
藤
岡
は
、

芝
居
茶
屋
を
設
け
ず
、
劇
場
で
自
前
の
仕
出
し
を
舞
台
・
観
客
席
と
は
別
の
「
附
属

館
」
で
提
供
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
阪
の
劇
場
に
は
な
い
新
し
い
仕
組

み
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る㉖
。
こ
こ
で
同
氏
が
と
く
に
注
目
し
た
の
は
観
客
へ
の
仕
出

し
の
提
供
方
法
で
あ
る
が
、
こ
の
仕
組
み
を
建
築
的
に
表
徴
す
る
の
は
、
舞
台
・
観

客
席
な
ど
と
は
別
に
設
け
ら
れ
た
待
合
空
間
の
存
在
で
あ
る㉗
。

　

落
成
間
近
の
状
況
を
伝
え
る
『
時
事
新
報
』
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
一
一
月

六
日
付
に
「
附
属
館
」、
あ
る
い
は
遡
っ
て
大
阪
歌
舞
伎
の
構
想
を
伝
え
る
『
東
京
朝

日
新
聞
』
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
七
日
付
に
「
本
家
茶
屋
」
と
あ
る
建
物

が
、
待
合
空
間
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
こ
が
仕

出
し
の
食
事
の
場
で
あ
り
、「
看マ
マ

客
の
休
憩
談
話
室
に
充
つ
る
」
場
所
で
も
あ
っ
て
、

休
憩
・
飲
食
の
で
き
る
座
敷
を
備
え
、
開
演
前
や
終
演
後
の
待
合
室
と
し
て
利
用
可

能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
附
属
館
（
本
家
茶
屋
）
は
「
劇

場
の
左
右
」
す
な
わ
ち
複
数
設
け
ら
れ
て
い
た
。
舞
台
・
観
客
席
な
ど
を
収
め
る
「
本

館
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
「
劇
場
」）
と
は
別
棟
の
形
式
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
は
た
し
て
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
、「
劇
場
と
茶
屋
と
の
通
路
ハ
下
階
と
二
階

と
に
設
け
」
ら
れ
て
い
た
と
明
記
し
、『
時
事
新
報
』
が
「
両
側
に
は
充
分
の
空
地
を

控
え
庭
園
を
設
く
る
」
と
記
す
よ
う
に
、
本
館
と
附
属
館
は
別
棟
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
敷
地
内
に
一
定
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
通
路
が
両
者
を
繋
い
で
い
た㉘
。

　

ま
た
待
合
空
間
の
面
積
に
つ
い
て
、
さ
き
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
「
本
家
茶
屋
」

を
「
百
坪
内
外
」
と
す
る
。
い
っ
ぽ
う
『
時
事
新
報
』
は
「
附
属
館
」
を
「
建
坪
三

百
余
坪
」
と
し
て
い
て
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
舞
台
・
観
客
席
な
ど
を
収
め
る
「
本

館
と
楽
屋
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
「
劇
場
」）
に
つ
い
て
は
、
建
坪
は
前
者
が
四

八
七
坪
、
後
者
で
も
四
八
〇
坪
で
あ
る
か
ら
、
数
値
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る㉙
。「
本
家
茶
屋
」
は
一
〇
〇
坪
内
外
の
建
物
が
左
右
に
各
一
棟
で
計
二
〇
〇
坪
内

外
と
し
て
も
、
構
想
段
階
か
ら
着
工
ま
で
の
期
間
に
、
待
合
空
間
は
一
・
五
倍
に
拡

張
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
事
実
と
す
る
と
、
待
合
の
た
め
の
空
間
を
重
視
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
も
評
価
で
き
る㉚
。

　

儀
右
衛
門
の
履
歴
書
に
、
請
け
負
っ
た
建
築
に
つ
い
て
「
楽
屋
舞
台
及
ビ
本
家
店



一
二

（
来
客
食
堂
炊
事
場
ヲ
除
ク
）」
と
あ
る
。「
本
家
店
」
と
は
待
合
空
間
を
お
さ
め
る
建

物
で
、
上
記
し
た
よ
う
に
舞
台
・
観
客
席
な
ど
を
も
つ
建
物
と
は
別
に
た
て
ら
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
前
半
の
「
楽
屋
舞
台
」
と
あ
る
「
楽
屋
」
と
「
舞
台
」
の
関
係
は
、
こ
の

一
文
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。

　
『
中
村
儀
右
衛
門
資
料
』（
関
西
大
学
蔵
）
の
中
に
は
、
大
阪
歌
舞
伎
に
関
す
る
資

料
が
複
数
見
い
だ
せ
る
。
そ
の
一
つ
、『
梅
田
歌
舞
伎
座　

劇
場
新
築
仕
様
書
』
に
、

舞
台
・
観
客
席
を
も
つ
「
本
館
」
の
背
後
に
「
俳
優
部
家マ
マ

」
を
建
設
し
た
こ
と
を
記

し
て
い
て
、
楽
屋
と
舞
台
は
前
後
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の

こ
と
は
大
阪
歌
舞
伎
を
描
い
た
複
数
の
図
面
か
ら
よ
り
具
体
的
に
確
認
で
き
る
。

　

図
の
右
端
に
「
階
下
平
面
之
圖
」「
二
階
平
面
之
圖
」「
三
階
平
面
之
圖
」
と
題
し
、

い
ず
れ
も
「
尺
度
百
分
之
一
」
の
添
書
き
が
題
の
左
脇
に
あ
る
、
縮
尺
一
／
一
〇
〇

の
図
面
三
点
は
、
大
阪
歌
舞
伎
の
舞
台
・
観
客
席
な
ど
の
建
物
の
平
面
図
で
あ
る
。

図
は
建
物
正
面
を
下
方
に
描
く
。
手
前
は
観
客
席
で
一
～
三
階
の
各
階
に
あ
り
、
建

物
中
程
が
舞
台
で
あ
る
。
舞
台
後
方
（
図
の
上
方
）
は
、
階
下
（
一
階
）、
二
階
と
も

に
「
空
地
」
を
囲
む
形
で
ロ
の
字
に
廊
下
を
ま
わ
し
、
廊
下
の
外
周
に
複
数
の
個
室

を
設
け
て
い
る㉛
。
そ
の
三
階
部
分
を
「
三
階
平
面
之
図
」
に
見
る
と
、
屋
根
伏
を
描

い
て
お
り
、
舞
台
背
後
は
二
階
ま
で
で
あ
る
。
階
下
（
一
階
）
の
個
室
の
数
は
約
一

五
、
二
階
は
約
九
で
、
ほ
か
に
洗
面
・
便
所
・
浴
室
や
階
段
室
が
あ
る
。
た
だ
し
二

階
の
舞
台
背
後
は
、
一
階
の
よ
う
に
個
室
を
複
数
設
け
る
の
で
は
な
く
、
広
大
な
一

室
と
し
、
図
面
に
「
大
部
家マ
マ

」
と
記
す
。
ロ
の
字
型
に
配
さ
れ
た
廊
下
沿
い
の
各
部

屋
が
楽
屋
で
、
こ
の
大
部
屋
は
稽
古
場
で
あ
ろ
う
。
履
歴
書
で
は
判
然
と
し
な
か
っ

た
、
楽
屋
と
舞
台
の
関
係
、
す
な
わ
ち
舞
台
・
観
客
席
に
楽
屋
が
接
す
る
形
で
一
建

物
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る㉜
。

　

さ
ら
に
図
面
三
点
と
も
に
、
建
物
の
左
右
両
側
面
中
央
あ
た
り
か
ら
の
び
る
廊
下

を
描
く
。
観
客
席
を
コ
の
字
に
囲
む
一
階
廊
下
が
さ
ら
に
九
〇
度
角
度
を
変
え
て
こ

の
廊
下
に
連
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
面
に
は
「
渡
廊
下
」
と
記
す
。
そ
し
て
「
階

下
平
面
之
図
」
で
は
、
舞
台
・
観
客
席
棟
か
ら
す
ぐ
近
く
、
舞
台
の
左
右
に
あ
た
る

位
置
に
、
渡
廊
下
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
や
や
大
き
な
洗
面
・
ト
イ
レ
も
確
認
で

き
る
。
こ
の
「
渡
廊
下
」
こ
そ
、
前
記
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
「
劇
場
と
茶
屋
と
の

通
路
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
「
通
路
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
通
路
に
よ
っ
て
劇
場
は
左
右

に
た
つ
本
家
茶
屋
と
繋
が
っ
て
い
た
。『
時
事
新
報
』
で
は
「
附
属
館
」、『
東
京
朝
日

新
聞
』
で
は
「
本
家
茶
屋
」
と
記
し
、
履
歴
書
で
は
「
本
家
店
」
と
あ
る
待
合
空
間

の
建
物
が
、
舞
台
・
観
客
席
そ
し
て
楽
屋
を
収
め
る
建
物
と
は
別
に
あ
っ
た
。
し
か

も
左
右
に
各
一
棟
ず
つ
存
在
し
た
。
別
の
建
物
で
あ
る
た
め
上
記
の
平
面
図
三
点
い

ず
れ
に
も
見
え
な
い
が
、「
渡
廊
下
」
が
そ
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る㉝
。

　

さ
て
、
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
大
阪
歌
舞
伎
の
設
計
・
施
工
を
担
当
し
た
儀
右
衛
門

に
、
大
阪
演
劇
株
式
会
社
よ
り
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一

一
月
で
あ
り
、
明
治
三
〇
年
竣
工
後
は
、
同
社
顧
問
の
福
地
源
一
郎
や
主
任
榎
原
正

治
よ
り
そ
の
労
を
た
た
え
て
賞
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
儀
右
衛
門
は
、

千
日
前
の
横
井
座
（
明
治
二
六
年
〈
一
八
九
三
〉）、
道
頓
堀
の
弁
天
座
（
明
治
二
七

年
〈
一
八
九
四
〉）
や
浪
花
座
（
明
治
二
八
年
〈
一
八
九
五
〉）
そ
し
て
大
阪
歌
舞
伎

と
同
年
に
天
満
の
天
満
座
の
設
計
・
施
工
を
担
当
し
て
お
り
、
大
阪
歌
舞
伎
以
降
も

道
頓
堀
の
角
座
（
明
治
三
一
年
〈
一
八
九
八
〉）
の
大
改
修
、
松
島
八
千
代
座
（
明
治

三
四
年
〈
一
九
〇
一
〉）
の
設
計
・
施
工
に
携
わ
る
な
ど
、
大
阪
に
お
け
る
多
く
の
劇

場
建
築
の
新
築
・
改
修
に
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た㉞
。

　

第
一
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
儀
右
衛
門
は
ま
た
花
街
の
建
物
、
演
舞
場
に
も
深



一
三

く
関
わ
っ
て
い
た㉟
。
ま
ず
大
阪
歌
舞
伎
以
前
で
は
、
明
治
二
五
～
二
六
年
に
新
町
廓

事
務
所
と
婦
徳
会
場
の
新
築
工
事
を
担
当
し
て
い
る
。
儀
右
衛
門
は
、
二
〇
代
中
頃

ま
で
は
弟
子
と
し
て
地
元
大
阪
の
ほ
か
京
都
府
、
岡
山
県
、
熊
本
県
で
下
請
け
仕
事

を
つ
と
め
た
後
、
二
〇
代
後
半
は
鹿
児
島
で
住
宅
や
廟
の
建
築
に
携
わ
り
、
三
〇
代
は

東
京
を
拠
点
に
活
動
す
る
。
し
か
し
三
七
～
三
八
歳
の
時
期
の
柳
盛
座
が
東
京
で
の

最
後
の
仕
事
で
、
そ
の
後
は
大
阪
に
拠
点
を
移
す
。
そ
し
て
千
日
前
の
横
井
座
、
道

頓
堀
の
弁
天
座
・
浪
花
座
・
角
座
な
ど
多
く
の
劇
場
建
築
の
設
計
・
施
工
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
大
阪
で
の
最
初
の
仕
事
が
、
新
町
廓
の
建
築
で
あ
っ
た
。

　

新
町
廓
の
婦
徳
会
場
は
、
新
町
座
が
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
九
月
の
大
火
で

焼
失
、
二
年
後
そ
の
跡
地
に
儀
右
衛
門
に
よ
っ
て
た
て
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
二
六

年
四
月
に
開
場
し
た㊱
。
そ
し
て
さ
き
に
み
た
大
阪
歌
舞
伎
を
含
む
多
く
の
劇
場
の
設

計
・
施
工
の
後
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
堀
江
演
舞
場
の
新
築
工
事
を
担
当
す

る
。
儀
右
衛
門
の
ほ
か
弟
の
奈
良
市
、
長
男
宗
三
が
関
わ
っ
て
お
り㊲
、
設
計
は
儀
右

衛
門
と
奈
良
市
で
あ
っ
た
と
い
う㊳
。
翌
三
年
竣
工
し
、
第
一
回
木
花
踊
が
開
演
さ
れ

た
。
こ
の
建
物
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
に
焼
失
す
る
が
、
翌
年
五
月
に
着

工
、
同
七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
再
建
工
事
を
担
当
し
た
の
は

儀
右
衛
門
の
弟
、
奈
良
市
で
あ
っ
た㊴
。

　

か
よ
う
に
大
阪
歌
舞
伎
の
設
計
・
施
工
を
担
っ
た
儀
右
衛
門
は
、
新
町
、
堀
江
の

各
花
街
の
建
築
工
事
も
担
当
し
て
い
た
。
新
町
廓
の
廓
事
務
所
と
婦
徳
会
場
は
儀
右

衛
門
が
拠
点
を
移
し
た
大
阪
で
の
最
初
の
作
品
で
、
大
阪
歌
舞
伎
の
三
年
前
の
竣
工

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
堀
江
演
舞
場
の
新
築
・
再
建
は
、
大
阪
歌
舞
伎
よ
り
後
の
建
設

で
、
そ
の
間
に
多
く
の
劇
場
を
建
築
す
る
の
だ
が
、
履
歴
書
が
記
す
中
で
の
最
後
の
作

品
が
堀
江
演
舞
場
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
大
阪
歌
舞
伎
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
北
陽
演
舞
場
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
堀
江
演
舞
場
の
新
築
・
再
建
の
う

ち
、
と
く
に
大
正
三
年
新
築
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
北
陽
演
舞
場
の
建
設
時
期
と
重
な

る
。
そ
し
て
儀
右
衛
門
は
間
々
、
北
陽
演
舞
場
の
工
事
現
場
を
訪
れ
て
お
り㊵
、
ま
た

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
の
上
棟
式
に
も
出
席
し
て
い
た㊶
。
北
陽
演
舞
場
は
大

林
組
の
設
計
・
施
工
に
よ
る
も
の
だ
が㊷
、
大
阪
で
の
劇
場
建
築
は
も
と
よ
り
花
街
の

演
舞
場
に
も
儀
右
衛
門
は
実
績
を
の
こ
し
て
い
た
こ
と
か
ら
推
し
て
、
そ
の
設
計
段

階
か
ら
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
温
習
会
を
は
じ

め
と
す
る
歌
舞
の
大
道
具
な
ど
の
費
用
明
細
を
記
し
た
『
北
陽
演
舞
場
勘
定
書
』（『
中

村
儀
右
衛
門
資
料
』）
が
伝
わ
る
こ
と
も
ま
た
、
儀
右
衛
門
と
北
陽
演
舞
場
と
の
浅
か

ら
ぬ
関
係
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
開
場
の
大
阪
歌
舞
伎
は
、
開
場
後
わ
ず
か
一
年

も
経
た
な
い
翌
三
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月
に
焼
失
す
る
。
し
か
し
待
合
の
た
め
の

空
間
を
内
包
し
、
か
つ
舞
台
・
観
客
席
の
建
物
と
は
別
棟
で
設
け
る
と
い
う
斬
新
な

劇
場
の
あ
り
方
は
、
一
〇
数
年
後
の
北
陽
演
舞
場
や
堀
江
演
舞
場
と
い
っ
た
花
街
の

演
舞
場
に
継
承
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
当
時
の
大
阪
に
数
多
く
の
劇
場
建
築
を
の
こ
し
、

花
街
の
建
築
に
も
深
く
関
わ
っ
た
中
村
儀
右
衛
門
と
い
う
大
工
の
存
在
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
北
陽
演
舞
場
と
大
阪
歌
舞
伎
は
、
待
合
の
た
め
の
充
実
し
た
空
間

を
設
け
、
か
つ
舞
台
・
観
客
席
棟
と
は
別
棟
に
す
る
と
い
う
顕
著
な
特
徴
を
共
有
す

る
。
と
は
い
え
後
者
か
ら
前
者
へ
の
影
響
を
具
体
的
に
跡
付
け
る
こ
と
は
管
見
の
限

り
で
き
ず
、
両
者
の
因
果
関
係
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
場
所
を
か
え
て
再
建
さ
れ
た
大
阪
歌
舞
伎
座
に
、
北
陽
演
舞
場
と

の
共
通
点
が
見
い
だ
せ
る
の
は
、
い
さ
さ
か
示
唆
的
で
あ
る
。

　

大
阪
歌
舞
伎
座
は
南
地
に
あ
っ
た
楽
天
地
の
跡
地
に
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
一



一
四

二
月
着
工
、
同
七
年
（
一
九
三
二
）
九
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
地
上
七
階
建
て
（
一
部
八
階
建
て
、
地
下
二
階
）、
建
築
面
積
三
、
五
四
九
㎡
、

延
べ
床
面
積
一
九
、
五
〇
五
㎡
で㊸
、
フ
ァ
サ
ー
ド
に
巨
大
な
丸
窓
が
印
象
的
な
建
物

で
あ
る
。
設
計
・
施
工
は
北
陽
演
舞
場
と
同
じ
大
林
組
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
観
客
の
大
衆
化
を
背
景
に
、
観
客
席
は
枡
席
か
ら
イ
ス
座
席

へ
と
変
化
し
て
い
た
。
跳
ね
上
げ
式
の
イ
ス
座
席
の
導
入
の
、
大
阪
で
の
最
初
期
の

事
例
の
一
つ
が
大
阪
歌
舞
伎
座
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
は
、
北
陽
演
舞
場
で
も
大
規

模
な
改
修
工
事
が
な
さ
れ
、
従
来
の
枡
席
は
イ
ス
座
席
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
そ
の
時
期
は
大
阪
歌
舞
伎
座
の
竣
工
と
同
じ
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
で
あ
っ
て㊹
、

納
品
し
た
業
者
は
両
者
と
も
に
、
宅
内
装
飾
・
家
具
敷
物
商
の
壽
商
店
で
あ
っ
た㊺
。

四
　
劇
場
と
し
て
の
北
陽
演
舞
場

　

北
陽
演
舞
場
は
竣
工
当
時
、
大
阪
の
劇
場
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の

か
。
当
時
の
状
況
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
推
論
し
た
い
。

　

第
一
節
第
二
項
で
記
し
た
池
田
に
よ
る
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
末
に
お
け
る
三

九
館
の
内
訳
は
、
演
劇
一
三
、
活
動
写
真
館
二
二
、
特
種
四
で
あ
る
。
演
劇
の
場
と

な
る
劇
場
の
数
は
実
際
に
は
総
数
の
三
分
の
一
に
し
か
過
ぎ
ず
、
多
く
は
活
動
写
真

館
で
あ
っ
た
。
活
動
写
真
館
に
は
、
当
初
か
ら
活
動
写
真
館
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も

の
に
加
え
、
当
初
は
演
劇
興
行
し
て
い
た
劇
場
か
ら
活
動
写
真
館
に
転
化
し
た
も
の

も
あ
っ
て
、
各
々
半
数
を
占
め
る
。
池
田
に
よ
る
と
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

九
月
竣
工
の
芦
辺
倶
楽
部
が
、
活
動
写
真
館
の
嚆
矢
と
い
う
。
こ
の
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
活
動
写
真
館
の
建
設
が
集
中
的
に
み
ら
れ
る
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）

一
月
、
南
の
大
火
で
多
く
の
建
物
が
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
大
正
二
年
頃
ま
で
建
設

は
や
ま
ず
、
ま
た
大
火
後
の
再
建
で
演
劇
場
か
ら
活
動
写
真
館
に
転
化
し
た
も
の
も

あ
り
、
活
動
写
真
館
が
林
立
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　

上
記
し
た
よ
う
に
、「
演
劇
」、「
活
動
写
真
館
」、「
特
種
」
は
、
建
坪
の
大
小
で
大

劇
場
と
小
劇
場
に
細
分
さ
れ
る
。
演
劇
は
大
劇
場
が
六
、
小
劇
場
が
七
、
同
様
に
活

動
写
真
館
は
大
四
、
小
一
八
、
特
種
は
大
二
、
小
二
で
あ
る
。
北
陽
演
舞
場
は
南
地

の
演
舞
場
と
と
も
に
「
特
種
」
の
大
劇
場
で
あ
り
、
新
町
の
婦
徳
会
場
、
堀
江
演
舞

場
は
小
劇
場
に
分
類
さ
れ
る㊻
。
い
っ
ぽ
う
「
演
劇
」
の
劇
場
に
つ
い
て
み
る
と
大
劇

場
は
六
館
で
あ
る
か
ら
、
大
劇
場
と
し
て
は
都
合
八
館
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
演
劇
」
の
大
劇
場
六
館
と
は
、
浪
花
座
、
中
座
、
角
座
、
弁
天
座
、
松
島
八
千
代

座
、
九
条
歌
舞
伎
座
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
浪
花
座
、
中
座
、
角
座
、
弁
天
座
、
さ
ら

に
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
活
動
写
真
館
に
転
化
し
た
朝
日
座
の
五
館
は
、

周
知
の
通
り
、
近
世
に
は
戎
橋
側
か
ら
東
へ
浪
花
座
、
中
座
、
角
座
、
朝
日
座
、
弁

天
座
と
並
び
立
つ
五
つ
の
芝
居
小
屋
で
あ
り
、「
五
つ
櫓
」「
道
頓
堀
五
座
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
近
代
以
降
で
は
浪
花
座
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
二
月
竣
工
が
早
く
、

同
年
七
月
竣
工
の
朝
日
座
が
こ
れ
に
つ
づ
く
。
角
座
は
明
治
九
年
二
月
火
災
、
同
年

一
一
月
再
建
さ
れ
た
後
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
改
修
、
さ
ら
に
明
治
三
一

年
（
一
八
九
八
）
に
中
村
儀
右
衛
門
に
よ
る
大
改
修
を
受
け
た
後
、
大
正
九
年
（
一

九
二
〇
）
一
〇
月
、
設
計
は
岡
部
顕
則
、
施
工
は
再
び
中
村
儀
右
衛
門
に
よ
っ
て
再

建
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
座
が
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
火
災
の
翌
一
八
年
（
一

八
八
五
）
の
竣
工
、
さ
ら
に
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
に
改
築
、
弁
天
座
が
明

治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
火
災
、
同
年
一
〇
月
の
竣
工
で
あ
る
。
か
よ
う
に
道

頓
堀
五
座
は
、
大
劇
場
と
し
て
大
正
九
年
当
時
な
お
健
在
で
あ
っ
た
。
加
え
て
松
島



一
五

八
千
代
座
は
明
治
三
二
年
（
一
九
〇
〇
）
改
築
、
翌
々
年
の
明
治
三
四
年
（
一
九
〇

一
）
一
月
に
焼
失
後
、
同
年
五
月
に
再
建
、
ま
た
九
条
歌
舞
伎
座
は
明
治
四
四
年
（
一

九
一
一
）
竣
工
で
、
い
ず
れ
も
西
区
の
松
島
廓
に
所
在
し
た
。

　

明
治
前
期
よ
り
大
正
初
期
に
か
け
て
、
小
劇
場
も
含
め
て
演
劇
上
演
の
劇
場
は
実

際
に
は
断
続
的
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
正
の
中
頃
、
多
く
は
焼

失
、
廃
止
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
た
。

　

大
劇
場
で
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
竣
工
の
堂
島
座
が
大
正
五
年
（
一
九
一

六
）
廃
止
、
北
浜
の
帝
国
座
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
開
場
し
た
が
、
大
正
五

年
（
一
九
一
六
）
三
月
に
廃
止
、
堀
江
廓
に
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
開
場
の
堀
江

座
は
、
堀
江
松
本
座
、
人
形
浄
瑠
璃
堀
江
座
と
改
称
し
た
後
、
明
治
四
四
年
（
一
九

一
一
）
堀
江
座
に
戻
る
が
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
二
月
に
廃
止
し
て
い
る
。

池
田
は
記
さ
な
い
が
、
千
日
前
の
大
劇
場
横
井
座
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
三

月
開
場
し
た
が
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
焼
失
、
そ
の
後
、
春は
る

日ひ

座ざ

と
し
て

明
治
三
七
年
開
場
し
た
が
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
閉
場
し
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
小
劇
場
で
は
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
焼
失
、
翌
一
五
年
再
建
の

明
楽
座
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
焼
失
、
翌
四
〇
年
再
建
さ
れ
る
が
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
廃
止
、
曾
根
崎
新
地
の
福
井
座
が
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
改
築

後
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
焼
失
、
南
で
は
金
澤
座
が
明
治
四
一
年
（
一
九

〇
八
）
焼
失
、
改
良
座
が
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
焼
失
し
て
い
る
。
東
区
の
琴

平
座
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
廃
止
、
稲
荷
文
楽
座
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一

〇
）
取
壊
し
、
第
二
播
重
座
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
廃
止
、
岡
ノ
座
は
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
廃
止
、
西
区
の
朝
日
座
も
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
廃
止
、
そ

し
て
松
島
廓
の
九
条
末
広
座
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
竣
工
、
大
正
七
年
（
一

九
一
八
）
廃
止
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

か
か
る
状
況
か
ら
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
当
時
の
大
阪
に
お
い
て
、
北
陽
演

舞
場
は
、
同
様
に
「
特
種
」
に
分
類
さ
れ
る
南
地
の
演
舞
場
と
な
ら
ん
で
、
浪
花
座

や
中
座
と
い
っ
た
古
い
由
緒
と
伝
統
を
も
つ
劇
場
と
と
も
に
「
大
劇
場
」
と
し
て
希

少
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
梅
田
界
隈
と
い
う
地
域
の
劇
場
と
し
て
、
北
陽
演
舞
場
は
ど
の

よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。

　

す
で
に
概
観
し
た
通
り
、
大
正
九
年
当
時
、
大
劇
場
に
分
類
さ
れ
る
劇
場
は
都
合

八
館
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
特
種
」
に
分
類
さ
れ
る
北
陽
演
舞
場
と
南
地
の
演
舞

場
、「
道
頓
堀
五
座
」
の
う
ち
の
四
館
、
そ
し
て
松
島
八
千
代
座
、
九
条
歌
舞
伎
座
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
立
地
に
つ
い
て
み
る
と
「
道
頓
堀
五
座
」
は
近
接
し
、
南
地
の
演

舞
場
と
と
も
に
い
ず
れ
も
南
区
、
松
島
八
千
代
座
、
九
条
歌
舞
伎
座
も
ま
た
西
区
の

松
島
廓
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
北
区
の
梅
田
界
隈
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、
大
劇
場
は

北
陽
演
舞
場
が
唯
一
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
地
域
に
限
っ
て
、
当
時
の
劇
場
を
一
部
重
複
を
厭
わ
ず
あ
ら
た
め
て
概
観
す

る
と
、
大
劇
場
で
は
北
陽
演
舞
場
に
近
在
の
北
区
堂
島
裏
二
に
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
竣
工
の
堂
島
座
が
あ
っ
た
が
、
大
正
五
年
に
廃
止
し
て
い
る
。
や
や
離
れ

て
北
区
大
工
、
天
満
天
神
社
北
裏
門
の
天
満
座
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
中
村

儀
右
衛
門
に
よ
っ
て
新
築
、
大
正
二
年
第
三
芦
辺
倶
楽
部
に
改
称
、
翌
三
年
に
は
再

び
天
満
座
に
改
称
し
た
後
、
大
正
一
〇
年
に
閉
場
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
間
に
活
動

写
真
館
に
転
化
し
た
と
い
う
。
池
田
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
第
三
節
で
記
し
た

よ
う
に
、
梅
田
停
車
場
（
大
阪
駅
）
直
近
に
大
阪
歌
舞
伎
が
明
治
三
一
年
（
一
八
九

八
）
二
月
新
築
開
場
し
た
が
、
一
年
と
経
た
な
い
翌
一
月
一
二
日
に
焼
失
す
る
。
か



一
六

よ
う
に
当
時
の
大
劇
場
と
し
て
は
、
北
陽
演
舞
場
が
唯
一
の
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
あ

ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。

　

小
劇
場
を
含
め
る
と
ど
う
か
。
北
陽
演
舞
場
か
ら
東
方
す
ぐ
近
く
の
曾
根
崎
三
丁

目
に
は
、
幕
末
よ
り
北
の
新
地
芝
居
に
起
源
す
る
福
井
座
が
あ
っ
た
。
北
新
地
の
演

舞
場
が
明
治
二
三
年
焼
失
し
た
た
め
、
温
習
会
が
こ
こ
で
行
わ
れ
た㊼
。
し
か
し
明
治

二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
改
築
の
建
物
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
七
月
に
焼

失
し
て
い
る
。
や
や
離
れ
る
が
北
区
与
力
の
寿
座
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
新

築
開
場
し
た
後
、
同
三
二
年
（
一
八
九
九
）
寄
席
特
許
を
得
た
小
劇
場
、
明
治
二
八

年
（
一
八
九
五
）
竣
工
の
西
野
田
草
開
の
戎
座
は
明
治
三
四
年
寄
席
特
許
を
得
た
小

劇
場
で
あ
っ
た
。
北
区
老
松
（
西
天
満
）
に
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
新
築
開
場

し
た
老
松
座
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
七
月
天
満
焼
け
で
焼
失
、
翌
四
三
年

（
一
九
一
〇
）
一
〇
月
再
建
さ
れ
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
戦
災
焼
失
ま
で
継
続

す
る
が
、
途
中
、
演
劇
場
か
ら
活
動
写
真
館
に
転
化
し
て
い
る
。
近
隣
の
福
島
区
で

は
上
福
島
中
二
の
福
島
座
が
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
竣
工
だ
が
、
大
正
九
年
（
一

九
二
〇
）
二
月
か
ら
活
動
写
真
館
に
転
化
、
福
島
三
丁
目
の
会
津
座
も
同
じ
明
治
四

四
年
竣
工
だ
が
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
二
月
よ
り
活
動
写
真
館
に
転
化
し
て
い

る
。
た
だ
し
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
同
地
に
春
日
座
が
開
場
し
、
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）
閉
鎖
す
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
や
や
離
れ
て
東
方
の
本
庄
浮

田
に
は
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
新
築
開
場
の
大
阪
座
が
あ
っ
た
が
、
大
正
一
三

年
（
一
九
二
四
）
一
〇
月
以
降
は
活
動
写
真
館
に
転
化
し
た
小
劇
場
で
、
天
神
橋
筋

東
一
の
第
三
大
和
館
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
竣
工
だ
が
、
当
初
か
ら
活
動
写
真

館
の
小
劇
場
で
あ
っ
た
。

　

か
よ
う
に
北
陽
演
舞
場
の
梅
田
界
隈
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
劇
場
に
つ
い
て
み
る
と
、

大
半
は
小
劇
場
で
、
し
か
も
活
動
写
真
館
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
劇
場
取
締
規
則

に
よ
る
大
劇
場
の
当
時
の
定
数
一
五
に
対
し
、
実
数
は
一
二
（
演
劇
六
、
活
動
写
真

館
四
、
特
種
二
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
劇
場
の
新
規
建
設
は
な
お
可
能
で
は
あ
っ
た
。

し
か
し
大
劇
場
の
数
は
実
際
に
は
限
ら
れ
、
活
動
写
真
館
を
除
け
ば
、
さ
ら
に
そ
の

数
は
少
な
か
っ
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
当
時
、
北
陽
演
舞
場
は
梅
田
停
車
場

（
大
阪
駅
）
近
く
の
い
わ
ゆ
る
「
北
」
の
地
域
に
所
在
し
た
劇
場
で
あ
り
、
し
か
も
大

劇
場
と
し
て
、
唯
一
の
希
少
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

実
は
、
当
時
の
劇
場
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
も
池
田
は
言
及
し
て
い
る
。
劇
場
の

集
積
地
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
の
は
道
頓
堀
五
座
が
所
在
し
た
道
頓
堀
、
第
二
に
松

島
、
九
条
、
第
三
に
新
世
界
で
あ
る
。
さ
ら
に
淡
路
町
、
玉
造
方
面
、
福
島
、
天
満

そ
し
て
、
西
野
田
、
西
九
条
と
つ
づ
く
。
福
島
、
天
満
は
比
較
的
近
い
が
、
北
陽
演

舞
場
が
立
地
し
た
駅
南
周
辺
、
北
新
地
（
曾
根
崎
）
は
劇
場
の
分
布
地
域
に
す
ら
挙
げ

て
い
な
い
。
当
時
の
大
阪
市
内
に
お
け
る
劇
場
の
集
積
地
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
花
街
の
大
劇
場
と
は
い
え
、
道
頓
堀
と
い
う
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
劇
場
が

複
数
健
在
で
あ
っ
た
南
地
の
演
舞
場
に
対
し
て
、
大
小
問
わ
ず
劇
場
が
希
少
で
あ
っ

た
梅
田
界
隈
に
お
い
て
、
北
陽
演
舞
場
が
有
し
た
意
義
、
担
っ
た
役
割
は
自
ず
と
異

な
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
北
陽
演
舞
場
が
北
新
地
、
花
街
に
あ
っ
て
、
花
街

に
通
う
限
ら
れ
た
客
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
々
に
も
広
く
開
か
れ
た
施
設
と
し
て

存
在
し
た
、
そ
の
背
景
に
は
、
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
大
劇
場
と
い
う
、
劇
場
施
設

と
し
て
の
希
少
性
が
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
よ
う㊽
。



一
七

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
解
き
明
か
し
、
ま
た
あ
ら
た
め
て
確
認
し
得
た
要
点
を
ま
と
め
る

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
大
阪
花
街
の
演
舞
場
は
劇
場
と
し
て
特
異
な
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

二
、
演
舞
場
の
も
っ
と
も
顕
著
な
建
築
的
特
徴
は
、
充
実
し
た
待
合
空
間
を
内
包

し
た
点
に
あ
っ
た
。

三
、
待
合
空
間
は
、
舞
台
・
観
客
棟
と
別
棟
に
す
る
場
合
と
、
同
一
建
物
に
収
め

る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
別
棟
に
す
る
の
は
木
造
に
顕
著
で
あ
っ
て
、
ま
た
前
者

か
ら
後
者
へ
推
移
し
た
背
景
に
、
木
造
か
ら
非
木
造
へ
と
い
う
構
造
形
式
の
変

化
が
想
定
さ
れ
た
。

四
、
待
合
空
間
を
内
包
す
る
と
い
う
建
築
的
特
徴
を
も
つ
の
は
大
阪
歌
舞
伎
が
早

い
事
例
で
あ
る
が
、
演
舞
場
で
の
普
及
の
要
因
・
背
景
に
は
、
設
計
・
施
工
し

た
大
工
中
村
儀
右
衛
門
の
存
在
が
垣
間
見
え
た
。

五
、
北
陽
演
舞
場
は
待
合
空
間
を
別
棟
化
し
た
木
造
に
よ
る
演
舞
場
の
典
型
例
で

あ
る
と
と
も
に
、
一
方
で
大
阪
北
の
梅
田
界
隈
に
お
け
る
劇
場
施
設
と
し
て
希

少
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

北
陽
演
舞
場
は
、
花
街
に
あ
っ
て
そ
の
役
割
や
機
能
は
一
般
の
劇
場
と
は
異
な
り
、

ま
た
実
際
に
そ
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
充
実
し
た
待
合
空
間
を
内

包
す
る
の
は
、
演
舞
場
の
建
築
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
際
だ
っ
た
特
徴
で
、
そ
れ
に

は
遊
廓
に
起
源
す
る
と
い
う
花
街
特
有
の
歴
史
的
、
文
化
的
そ
し
て
社
会
的
背
景
と

要
因
が
深
く
関
わ
る
も
の
と
考
え
て
、
お
そ
ら
く
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
一
方
で
、
大
阪
歌
舞
伎
が
短
命
で
、
近
在
の
劇
場
も
ま
た
焼
失
に
よ
り
不

在
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
阪
北
の
梅
田
界
隈
に
お
け
る
劇
場
施
設
と
し
て
も

北
陽
演
舞
場
は
希
少
な
施
設
で
あ
っ
た
。
芸
妓
の
ハ
レ
の
舞
台
と
い
う
花
街
の
演
舞

場
と
し
て
の
特
性
と
と
も
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
劇
場
施
設
と
し
て
の
性
格
を
併
せ

持
っ
た
の
は
、
当
時
の
か
か
る
状
況
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
節
で
論
じ
た
よ
う

に
、
大
阪
歌
舞
伎
か
ら
の
影
響
を
看
取
で
き
る
の
は
、
劇
場
と
い
う
建
築
類
型
の
一

つ
に
演
舞
場
も
属
す
る
と
い
う
の
が
前
提
で
あ
る
。

　

演
舞
場
は
、
芸
妓
が
歌
舞
音
曲
を
練
習
し
、
ま
た
本
格
的
な
技
芸
を
披
露
す
る
場

と
し
て
設
け
ら
れ
た
花
街
特
有
の
施
設
で
あ
る
。
は
た
し
て
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に

留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
用
途
に
も
活
用
さ
れ
て
い
た
。
管
見
で
は
、
大
正
一

五
年
（
一
九
二
五
）
九
月
一
八
日
、
堀
江
演
舞
場
で
は
模
擬
陪
審
が
堀
江
廓
西
七
会

の
主
催
で
開
か
れ
て
い
る
。
開
場
は
午
後
五
時
、
開
幕
は
午
後
六
時
で
、
午
後
六
時

四
〇
分
ま
で
陪
審
制
度
に
関
す
る
講
話
に
あ
て
ら
れ
、
五
分
休
憩
の
後
に
開
廷
、
途

中
三
度
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
閉
会
し
た
の
は
午
後
一
一
時
二
〇
分
で
あ
っ
た㊾
。
ま

た
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
歌
舞
音
曲
を
自
粛
休
演
し
た
翌
一
四
年
（
一
九
三

九
）、
九
月
二
四
日
の
午
後
一
時
か
ら
、
上
方
郷
土
研
究
会
主
催
に
よ
る
「
堂
島
曾
根

崎
の
講
演
会
」
が
、
北
陽
演
舞
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
天
満
宮
教
学
部
主
事
の
藤

里
好
古
が
堂
島
・
曾
根
崎
界
隈
の
旧
跡
に
つ
い
て
語
り
、
夕
刊
大
阪
新
聞
編
輯
局
長

の
鷲
谷
武
に
よ
る
「
天
下
の
堂
島
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
阪
毎
日
新

聞
学
芸
部
の
副
部
長
渡
邊
均
が
「
近
松
に
現
は
れ
た
る
曾
根
崎
情
話
」
と
題
し
て
近

松
の
心
中
物
の
解
説
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
来
会
者
数
は
「
百
余
名
」
で
あ
っ
た㊿
。

演
舞
場
が
花
街
と
い
う
閉
じ
た
空
間
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
に
広
く
開
放
さ
れ
た
存
在

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
が
演
舞
場
建
設
当
初
か
ら

の
意
図
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
演
舞
場
の
機
能
と
役
割
、
そ
の
変
容
（
あ
る
い



一
八

は
不
変
性
）
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検
証
と
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
演
舞
場
と
い

う
建
築
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。

［
謝
辞
］
本
稿
の
内
容
は
、
科
研
費
（
課
題
番
号
：18K

00925

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
を
含
む
。
ま
た
本
稿
は
、
同
科
研
費
に
よ
る
第
一
回
研
究
会
（
参
加
者
〈
敬
称
略
〉　

研
究
代
表
笠
井
純
一
（
金
沢
大
学
）、
笠
井
津
加
佐
（
同
）、
村
田
路
人
（
大
阪
大
学
）、

沢
田
伸
（
ひ
ょ
う
ご
ヘ
リ
テ
ー
ジ
機
構
Ｈ

2

Ｏ
）、
筆
者
（
関
西
大
学
）、
平
成
三
〇
年

七
月
一
三
日
開
催
）
で
の
貴
重
な
情
報
・
意
見
交
換
を
も
と
に
纏
め
た
拙
筆
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
し
て
深
謝
し
た
い
。

註①　

加
藤
政
洋
『
花
街
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
。
な
お
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
に
松
島
遊
廓
が
開
場
、
安
治
川
一
～
二
丁
目
の
新
堀
遊
廓
は
明
治
二
六
年
（
一

八
九
六
）
廃
止
、
明
治
四
五
年
の
南
の
大
火
を
契
機
に
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
飛

田
遊
廓
が
開
場
す
る
。
た
だ
し
松
島
、
飛
田
は
い
ず
れ
も
娼
妓
が
中
心
で
あ
っ
て
、
大

阪
四
花
街
は
芸
妓
を
主
体
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

②　

上
田
長
太
郎
「
花
街
の
混
迷
期
」『
郷
土
研
究　

上
方
』
第
二
八
号
、
一
九
三
三
年
四

月
に
よ
れ
ば
、「
各
廓
に
は
演
舞
場
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

専
門
の
師
匠
が
絶
え
ず
稽
古
を
つ
け
て
ゐ
る
」
と
し
、
ま
た
そ
の
内
容
は
「
日
本
音
楽
、

日
本
舞
踊
」
の
「
本
格
的
な
芸
」
で
あ
っ
て
、「『
流
行
小
唄
』
か
せ
い
ぜ
い
『
都
々
逸
』」

な
ど
の
「
雑
芸
は
演
舞
場
で
は
教
へ
て
ゐ
な
い
」
と
記
す
。

③　

服
部
幸
雄
・
末
吉
厚
・
藤
波
隆
之
『
体
系
日
本
史
叢
書
二
一　

芸
能
史
』
山
川
出
版

社
、
一
九
九
八
年
七
月
。

④　
『（
第
三
十
七
回
）
芦
辺
踊
』（
南
地
番
付
、
一
九
二
一
年
）
の
「
五
花
の
栞
」
に
よ
れ

ば
、
南
地
で
の
廓
事
務
所
設
置
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、「
技
芸
練
習
の
目
的
」

の
た
め
に
演
舞
場
が
新
設
さ
れ
た
の
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
で
、
場
所
は
「
難

波
新
地
五
番
町
（
中
之
島
報
國
神
社
御
旅
所
の
敷
地
跡
即
現
在
の
場
所
）」、
芦
辺
踊
の

初
演
は
同
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
演
舞
場
に
つ
い
て
「
大
阪
に
於
る
技
芸
練
習
場

の
創
設
で
且
つ
浪
華
芸
妓
の
舞
踊
を
公
開
せ
し
め
た
鼻
祖
で
あ
る
」
と
記
す
。
し
か
し

一
方
、
北
新
地
で
は
こ
れ
よ
り
早
く
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
曾
根
崎
新
地
一
丁
目

の
演
舞
場
で
「
浪
花
踊
」
の
初
演
が
あ
り
、
同
二
三
年
演
舞
場
焼
失
後
、
浪
花
踊
は
中

断
す
る
が
、
温
習
会
（
芸
妓
の
発
表
会
）
等
は
福
井
座
を
借
り
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
（
佐
藤
駒
次
郎
「
北
新
地
の
変
遷
」『
郷
土
研
究　

上
方
』
第
五
〇
号
、
一
九
三
五
年

二
月
）。
そ
の
後
、
南
地
演
舞
場
は
場
内
狭
隘
の
た
め
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
増

築
し
、
第
六
回
芦
辺
踊
を
開
演
、
し
か
し
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
焼
失
、
同

年
八
月
再
建
着
工
し
、
翌
四
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
に
落
成
式
が
あ
り
、
第
二
七
回

芦
辺
踊
が
開
演
さ
れ
た
（『
芦
辺
踊
』
に
「
明
治
四
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
明
治
四
四
年

の
誤
記
）。『
第
四
十
五
回
大
阪
名
物
あ
し
べ
を
ど
り
』（
南
地
番
付
、
一
九
二
九
年
）
の

口
絵
に
「
南
演
舞
場
庭
園
」
と
題
す
る
写
真
一
点
を
掲
載
す
る
（
写
真
6
）。
こ
こ
に
見

え
る
建
物
は
明
治
四
四
年
再
建
の
南
地
演
舞
場
と
見
な
さ
れ
る
。
三
階
建
て
、
屋
根
は

二
重
の
瓦
葺
き
で
入
母
屋
造
、
二
階
に
高
欄
を
ま
わ
し
、
高
欄
の
地
覆
に
双
斗
様
の
部

材
を
装
置
す
る
。
軒
が
深
く
全
体
は
和
風
の
意
匠
で
あ
る
が
、
構
造
形
式
は
不
明
。

⑤　

新
世
界
の
発
展
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
南
陽
新
地
に
も
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、

四
花
街
と
同
様
に
演
舞
場
が
そ
の
東
北
端
に
建
設
さ
れ
、
温
習
会
が
催
さ
れ
て
い
る
（
註

①
前
掲
書
）。
本
稿
で
は
南
陽
演
舞
場
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑥　

水
知
悠
之
介
「
大
阪
四
花
街　

春
の
踊
と
新
町
浪
花
踊
」『
大
阪
春
秋
』
第
三
八
巻
、

第
一
号
（
通
巻
一
三
八
号
）、
二
〇
一
〇
年
四
月
の
「
戦
前
大
阪
春
の
踊
一
覧
」。

⑦　

酒
井
一
光
「
発
掘 the O

SA
K

A

㉚
「
大
阪
屋
」」『
大
阪
人
』
巻
五
八
、
二
〇
〇
四



一
九

年
一
〇
月
、
石
田
潤
一
郎
監
修
『
写
真
集
成　

近
代
日
本
の
建
築
一
五　

竹
中
工
務
店　

承
業
弐
拾
五
年
記
念
帖
（
大
正
十
三
年
）』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
同
『
写

真
集
成　

近
代
日
本
の
建
築
一
九　

竹
中
工
務
店　

建
築
写
真
集　

第
四
輯
（
昭
和
十

四
年
）』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
八
月
。

⑧　

京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
財
保
護
課
編
『
京
都
市
の
近
代
化
遺
産
―
京
都
市
近
代

化
遺
産
（
建
造
物
等
）
調
査
報
告
書
―
〈
近
代
建
築
編
〉』
京
都
市
、
二
〇
〇
六
年
六

月
、
川
上
貢
監
修
『
京
都
の
近
代
化
遺
産
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
な
ど
参
照
。

ほ
か
に
宮
川
町
歌
舞
練
場
が
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）一
一
月
竣
工
の
木
造
二
階
建
の
建

築
で
、
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場
に
次
い
で
古
い
が
、
平
面
の
詳
細
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
。

⑨　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
類
聚
大
阪
府
布
達
全
書　

第
一
編
第

一
〇
巻
』
に
よ
る
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
で
は
、「
第
三
條　

大
坂
市
街
并
ニ
接

続
町
村
ノ
劇
場
ハ
左
ノ
十
一
坐
ヲ
以
テ
定
限
ト
ス
」
と
記
し
た
後
、
以
下
順
に
住
所
地
一
一

カ
所
を
も
っ
て
劇
場
を
示
す
。「
一　

南
区
西
櫓
町
三
番
地　

二　

同
区
同
町
九
番
地　

三　

同
区
同
町
十
三
番
地　

四　

同
区
同
町
一
番
地　

五　

同
区
東
櫓
町
二
番
地　

六　

北
区
曾
根
崎
新
地
三
丁
目
五
十
三
番
地　

七　

西
区
北
堀
江
上
通
二
丁
目
十
四
番
地　

八　

同
区
中
ノ
町
一
丁
目
十
九
番
地　

九　

西
区
新
町
南
通
二
丁
目
五
番
地　

十　

同

区
北
堀
江
上
通
二
丁
目
一
番
地　

十
一　

北
区
大
工
町
五
十
二
番
地
」。
明
治
一
七
年

（
一
八
八
四
）
の
改
定
で
は
、「
第
三
條　

大
坂
四
区
並
ニ
接
続
町
村
ノ
劇
場
ハ
左
ノ
十
一

ヶ
所
ヲ
以
テ
定
限
ト
ス
（
以
下
略
）」
と
し
、
同
様
に
一
一
ヶ
所
を
次
の
通
り
記
す
。「
一　

同
区
北
堀
江
上
通
二
丁
目
一
番
地　

二　

同
区
花
園
町
六
十
五
番
地　

三　

南
区
西
櫓

町
三
番
地　

四　

同
区
同
町
九
番
地　

五　

同
区
同
町
十
二
番
地　

六　

同
区
同
町
一

番
地　

七　

同
区
東
櫓
町
二
番
地　

八　

北
区
曽
根
崎
新
地
三
丁
目
五
十
三
番
地　

九　

西
区
新
町
南
通
二
丁
目
五
番
地　

十　

同
区
北
堀
江
上
通
二
丁
目
十
四
番
地　

十
一　

北
区
大
工
町
五
拾
二
番
地
」（「
一
」
に
「
同
区
」
と
あ
る
は
「
西
区
」）。
明
治
一
五
年

と
同
一
七
年
で
記
載
順
序
が
異
な
る
。
明
治
一
五
年
は
番
号
順
に
、
一
～
五
道
頓
堀
の

五
座
、
六
福
井
座
、
七
明
楽
座
、
八
平
松
座
、
九
高
島
座　

一
〇
堀
江
座　

十
一
天
満

座
。
明
治
一
七
年
は
、
一
堀
江
座
、
二
松
島
劇
場
、
三
～
七
道
頓
堀
の
五
座
、
八
福
井

座
、
九
高
島
座
、
一
〇
明
楽
座
、
十
一
天
満
座
、
で
あ
る
。

⑩　

各
廓
で
の
女
紅
場
設
置
は
、
新
町
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
一
月
の
開
業
で
早

く
、
明
治
一
〇
年
二
月
の
堀
江
、
同
年
三
月
の
北
新
地
そ
し
て
同
年
六
月
の
南
地
と
相

次
ぎ
、
中
で
も
も
っ
と
も
整
備
さ
れ
て
い
た
の
は
南
地
の
女
紅
場
で
あ
っ
た
と
い
う
（
坂

本
清
泉
・
坂
本
智
恵
子
『
近
代
女
子
教
育
の
成
立
と
女
紅
場
』
あ
ゆ
み
出
版
、
一
九
八

三
年
六
月
）。
太
田
米
次
郎
「
堀
江
遊
廓
の
沿
革
」『
郷
土
研
究　

上
方
』
二
八
号
、
一

九
三
三
年
四
月
に
よ
れ
ば
、
女
紅
場
は
「
女
子
手
芸
学
校
」
の
看
板
を
掲
げ
、
婦
女
教

育
、
技
芸
奨
励
の
施
設
で
あ
っ
た
。
技
芸
奨
励
の
会
は
演
舞
場
の
役
割
の
一
つ
で
は
あ

る
が
、「
廓
内
の
與
論
と
し
て
久
敷
懸
案
で
あ
っ
た
演
舞
場
建
築
」
の
竣
工
が
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
で
、
木
の
花
踊
が
初
演
を
む
か
え
た
と
太
田
が
記
す
通
り
、
そ
れ
ま
で
堀

江
廓
に
演
舞
場
は
不
在
で
あ
っ
た
。
南
地
で
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
女
紅
場
を

温
習
場
に
改
装
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
女
性
自
立
の
た
め
の
教
育
機
関
が
内
包

し
た
、
接
客
の
た
め
の
教
育
の
顕
在
化
と
さ
れ
る
（
上
記
坂
本
論
著
）。
明
治
一
五
年
、

同
一
七
年
当
時
、
演
舞
場
が
存
在
し
た
の
は
唯
一
、
北
新
地
で
あ
っ
た
。

⑪　

池
田
實
「
大
阪
に
於
け
る
劇
場
の
変
遷
」『
建
築
と
社
会
』
第
三
輯
第
一
号
、
大
正
九

年
（
一
九
二
〇
）
一
月
、
同
「
大
阪
に
於
け
る
劇
場
の
変
遷
（
Ｂ
）」『
建
築
と
社
会
』

第
三
輯
第
二
号
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
。
池
田
の
経
歴
は
、
携
わ
っ
た
工
事

と
と
も
に
、
註
⑳
後
掲
書
『
近
代
建
築
画
譜
』
が
収
載
す
る
「
建
築
主
要
関
係
業
者
紹

介
欄
一
覧
」
の
「
池
田
建
築
事
務
所
」
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
川
島
智
生
『
近
代
大
阪
の

小
学
校
建
築
史
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
二
月
が
、
小
学
校
建
築
の
設
計
を

め
ぐ
っ
て
池
田
お
よ
び
池
田
建
築
事
務
所
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
池
田
は
東
京
帝
国
大

学
工
科
大
学
建
築
学
科
を
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
卒
業
後
、
大
阪
府
警
察
部
保
安

課
技
師
と
な
り
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
建
築
監
督
官
兼
工
場
監
督
官
、
ま
た
同
年



二
〇

大
阪
府
警
察
部
建
築
課
長
を
つ
と
め
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
依
願
退
官
し
て
建

築
事
務
所
を
開
設
す
る
ま
で
、
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
大
阪
府
警
察
部
に
在
職
し
た
。

建
築
法
規
の
制
定
や
公
布
そ
し
て
、
建
築
物
の
取
締
業
務
に
つ
い
て
、
当
時
は
府
警
察

本
部
建
築
課
の
所
管
で
あ
っ
た
か
ら
、
池
田
は
府
下
一
円
の
建
築
の
消
長
を
把
握
し
得

る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
川
島
論
著
に
よ
れ
ば
、
設
計
は
キ
ネ
マ
パ
レ
ス
や
新

世
界
公
楽
座
な
ど
劇
場
・
映
画
館
が
多
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
大
阪
の
劇
場
の
変
遷
に

関
す
る
池
田
に
よ
る
上
記
論
考
は
信
頼
に
足
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
池
田
は
片

岡
安
、
武
田
五
一
ら
と
と
も
に
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
創
設
の
日
本
建
築
協
会
（
大

正
八
年
に
関
西
建
築
協
会
よ
り
改
称
）
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。
大
正
一

〇
～
一
五
年
度
、
同
協
会
の
二
代
目
理
事
長
を
つ
と
め
て
い
る
が
、
北
陽
演
舞
場
を
設

計
担
当
し
た
大
林
組
の
松
本
禹
象
も
同
期
理
事
長
の
一
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
一

一
年
竣
工
の
新
町
演
舞
場
の
設
計
は
片
岡
建
築
事
務
所
に
よ
る
も
の
で
、
開
設
者
片
岡

安
は
大
正
六
～
九
年
度
の
初
代
理
事
長
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
池
田
論
考
と
と
も
に
、

劇
場
の
場
所
お
よ
び
成
立
・
改
編
・
閉
場
等
の
沿
革
に
つ
い
て
、「
大
阪
市
劇
場
市
略

図
」（『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
編　

第
九
巻
』
付
録
、
八
木
書
店
、
一
九
九
五
年
七

月
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
し
た
。
な
お
、
塩
見
若
菜
「
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
劇
場

建
築
に
関
す
る
史
的
研
究
」（
平
成
二
〇
年
度
卒
業
論
文
、
関
西
大
学
建
築
史
研
究
室
、

二
〇
〇
九
年
二
月
）
は
、
池
田
論
考
を
も
と
に
劇
場
数
の
変
化
等
を
再
整
理
し
て
い
る
。

⑫　

履
歴
書
③
の
堀
江
演
舞
場
の
加
筆
箇
所
に
、「
目
下
、
工
事
中
」
と
あ
る
。
演
舞
場
の

着
工
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
、
竣
工
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
一
五

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
筆
は
大
正
二
年
三
月
よ
り
下
が
り
、
翌
三
年
（
一
九
一
四
）

三
月
よ
り
以
前
の
範
囲
に
比
定
で
き
る
。

⑬　

相
良
真
理
子
「
新
聞
作
家
と
道
頓
堀
五
座
」（
大
谷
渡
編
著
『
大
阪
の
近
代
』
東
方
出

版
、
二
〇
一
三
年
八
月
の
第
三
章
）。

⑭　

北
陽
演
舞
場
に
つ
い
て
、
笠
井
純
一
・
笠
井
津
加
佐
・
沢
田
伸
「
北
陽
演
舞
場
と
い

う
「
場
」
と
浪
花
踊
観
客
の
動
線
―
設
計
図
と
写
真
か
ら
紙
上
に
復
元
す
る
―
」

『
人
間
社
会
環
境
研
究
』
第
三
五
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
廣
岡
幸
義
「
北
陽
（
北
新

地
）
演
舞
場
の
外
観
意
匠
・
平
面
構
成
と
技
術
者
に
つ
い
て
」『
平
成
二
九
年
度
日
本
建

築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報
告
集
』
五
七
号
（
計
画
系
）、
二
〇
一
八
年
六
月
。
な
お
笠
井

論
考
は
、
等
級
ご
と
の
動
線
を
検
証
し
、
一
部
に
動
線
の
重
複
が
あ
り
、
重
複
は
時
間

差
で
回
避
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。
い
っ
ぽ
う
廣
岡
報
告
は
、「
互
い
に
等
級
が
交
差
し

な
い
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
」
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
示
さ
れ
な
い
。
北

陽
演
舞
場
の
一
階
平
面
図
（
図
一

－

一
、
後
掲
註
⑮
『
曾
根
崎
新
地
歌
舞
練
場
新
築
設

計
図
』）
に
「
特
等
壱
等
昇
降
口
」
と
あ
る
通
り
、
特
等
と
一
等
の
観
客
は
同
じ
玄
関
か

ら
出
入
り
し
て
い
る
。
ま
た
待
合
室
の
あ
る
別
館
か
ら
観
客
席
の
あ
る
本
館
へ
と
移
動

す
る
際
、
一
等
と
二
等
の
観
客
は
、
両
建
物
を
結
ぶ
同
じ
一
階
の
渡
廊
下
を
通
る
こ
と

に
な
る
（
特
等
の
観
客
は
渡
廊
下
の
二
階
〈
図
一

－

二
の
「
渡
廊
下
」〉
を
通
る
）。

⑮　
『
建
築
雑
誌
』
三
四
三
号
、
一
九
一
五
年
七
月
。
図
面
、
写
真
は
大
林
組
に
多
く
所
蔵

さ
れ
る
ほ
か
、
佐
藤
家
所
蔵
の
写
真
が
あ
る
（
笠
井
前
掲
註
⑮
論
考
「
北
陽
演
舞
場
と

い
う
「
場
」
と
浪
花
踊
観
客
の
動
線
」）。
ま
た
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専

攻
所
蔵
『
曾
根
崎
新
地
歌
舞
練
場
新
築
設
計
図
』
が
あ
る
。
図
面
七
点
で
、
い
ず
れ
も

「
大
林
組
木
村
得
三
郎
寄
贈
本
」
の
印
が
あ
る
。
木
村
は
北
陽
演
舞
場
で
は
設
計
助
手
を

つ
と
め
、
先
斗
町
歌
舞
練
場
で
は
設
計
を
担
当
し
た
（
後
掲
註
㉓
参
照
）。

⑯　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
竣
工
の
堀
江
演
舞
場
に
つ
い
て
は
『
第
一
回
木
花
踊
』（
堀

江
番
付
）、
一
九
一
四
年
、
同
七
年
竣
工
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
第
四
回
木
花
踊
』（
堀

江
番
付
）、
一
九
一
八
年
。

⑰　
『
第
十
二
回
浪
花
踊
』（
新
町
番
付
）、
一
九
二
二
年
。
前
身
建
物
が
大
正
八
年
（
一
九

一
九
）
売
却
さ
れ
、
新
た
に
設
計
を
片
岡
建
築
事
務
所
に
依
頼
、
大
正
一
一
年
（
一
九

二
二
）
竹
中
工
務
店
の
施
工
で
完
成
し
た
の
が
、
こ
の
新
町
演
舞
場
で
あ
る
。

⑱　
『
第
三
十
七
回
芦
辺
を
ど
り
』（
南
地
番
付
、
一
九
二
一
年
）、『
第
四
十
五
回
大
阪
名



二
一

物
阿
し
べ
を
ど
り
』（
南
地
番
付
、
一
九
二
九
年
）
な
ど
の
番
付
に
掲
載
の
、
茶
席
給
仕

の
名
簿
に
「
特
等
」
と
「
壹
等
」
の
区
別
が
み
え
る
。
南
地
演
舞
場
に
つ
い
て
は
前
掲

註
④
参
照
。

⑲　

長
堀
百
合
江
「
先
斗
町
歌
舞
伎
練
場
の
建
築
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術

講
演
梗
概
集
』、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
石
川
祐
一
「
祇
園
甲
部
歌
舞
伎
練
場
の
建
築
」

『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』、
二
〇
〇
二
年
八
月
。
ま
た
前
掲
註
⑧
『
京

都
市
の
近
代
化
遺
産
』
に
解
説
さ
れ
、
写
真
等
を
載
せ
る
。

⑳　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
竣
工
の
角
座
に
つ
い
て
は
、
平
面
図
が
『
近
代
建
築
画
譜

（
近
畿
編
）』
不
二
出
版
、
復
刻
版
二
〇
〇
七
年
六
月
（
初
版
一
九
三
六
年
九
月
）
に
掲

載
さ
れ
る
ほ
か
、
複
数
の
図
面
が
伝
来
す
る
。
徳
島
工
業
高
等
学
校
旧
蔵
資
料
（
岡
部

顕
則
に
よ
る
。
関
西
大
学
建
築
史
研
究
室
蔵
）
の
中
に
正
立
面
図
が
あ
り
、『
中
村
儀
右

衛
門
資
料
』（
関
西
大
学
蔵
）
の
中
に
平
面
図
ほ
か
複
数
の
図
面
が
見
い
だ
せ
る
。
ま

た
、
い
ろ
は
座
に
つ
い
て
は
、
同
じ
徳
島
工
業
高
等
学
校
旧
蔵
資
料
の
中
に
図
面
一
一

点
が
あ
る
。
な
お
徳
島
工
業
高
等
学
校
旧
蔵
資
料
お
よ
び
建
築
家
岡
部
顕
則
に
つ
い
て

は
、
正
見
彰
吾
・
山
本
悠
太
・
藤
田
勝
也
「
関
西
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
徳
島
工
業
高
等

学
校
旧
蔵
の
建
築
資
料
に
つ
い
て
―
徳
島
県
立
徳
島
工
業
高
等
学
校
旧
蔵
の
建
築
関

係
資
料
に
関
す
る
研
究 

そ
の
一
―
」
お
よ
び
、
山
本
悠
太
・
正
見
彰
吾
・
藤
田
勝
也

「
建
築
家
岡
部
顕
則
に
つ
い
て
―
徳
島
県
立
徳
島
工
業
高
等
学
校
旧
蔵
の
建
築
関
係

資
料
に
関
す
る
研
究 

そ
の
二
―
」、
い
ず
れ
も
『
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報

告
集
』
五
〇
号
（
計
画
系
）、
二
〇
一
〇
年
六
月
。

㉑　
『
第
一
回
浪
花
踊
』（
北
陽
番
付
）、
一
九
一
五
年
の
「
北
陽
演
舞
場
新
築
落
成
」。

㉒　

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
七
月
の
『
大
阪
地
籍
地
図
一　

西
・
北
区
及
接
続
町
村

之
部
』『
大
阪
地
籍
地
図
三　

土
地
台
帳
之
部
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
よ
り
）
を
も
と
に
演
舞
場
の
所
在
地
を
求
め
る
と
、
曾
根
崎
新
地
三
丁
目
の
、

南
北
が
街
路
で
東
西
に
並
ぶ
地
番
四
三

－

一
、
四
四

－

一
、
四
五

－

一
の
坪
数
が
各
々
、

八
八
・
二
五
坪
、
一
八
九
・
三
六
坪
、
一
〇
三
・
一
九
坪
で
都
合
三
八
〇
・
八
坪
と
な

り
、
当
初
の
敷
地
規
模
と
さ
れ
る
三
九
〇
坪
に
近
く
、
そ
こ
が
当
初
の
予
定
地
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
南
面
街
路
が
や
や
屈
折
す
る
敷
地
の
形
状
か
ら
も
裏

打
ち
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
拡
張
は
西
側
で
、
街
区
西
端
を
占
め
る
地
番
四
二

－

一
、
四

二

－

二
、
四
三

－

二
、
四
三

－

三
で
あ
っ
て
、
各
々
の
坪
数
は
三
〇
・
六
六
坪
、
四
・

二
四
坪
、
六
八
・
七
五
坪
（
地
図
で
は
六
二
・
七
五
坪
）、
二
九
・
四
七
坪
（
地
図
で
は

二
七
・
四
七
坪
）
で
計
一
三
三
・
一
二
坪
と
な
る
。
三
八
〇
・
八
坪
と
あ
わ
せ
て
都
合

五
一
三
・
九
二
坪
と
な
り
、
総
坪
数
と
さ
れ
る
五
二
五
坪
に
ほ
ぼ
近
い
。

㉓　

平
面
図
に
は
部
屋
名
の
記
載
は
な
い
が
、
図
面
添
付
の
写
真
帳
か
ら
「
腰
掛
」
の
あ

る
部
屋
を
「
展
望
室
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

㉔　
『
京
都
先
斗
町
歌
舞
練
場
新
築
設
計
図
』、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専

攻
所
蔵
。
図
面
八
点
お
よ
び
写
真
一
三
葉
。『
曾
根
崎
新
地
歌
舞
練
場
新
築
設
計
図
』

（
前
掲
註
⑮
）
と
同
様
、「
大
林
組
木
村
得
三
郎
寄
贈
本
」
の
印
が
あ
る
。
木
村
は
先
斗

町
歌
舞
練
場
の
設
計
者
で
あ
る
。
写
真
は
内
・
外
観
と
外
観
細
部
で
、
内
観
は
観
客
席

側
面
の
ほ
か
、
三
階
休
憩
室
、
四
階
展
望
室
で
あ
る
。
三
階
休
憩
室
は
洋
風
、
四
階
展

望
室
も
椅
子
式
だ
が
、
真
壁
で
連
子
窓
、
化
粧
材
の
独
立
柱
を
円
柱
と
し
、
押
板
（
図

面
で
は
「
腰
掛
」）
を
つ
く
り
、
脇
壁
は
格
子
と
し
、
円
柱
上
部
は
頭
貫
木
鼻
に
繰
形
が

あ
る
。
ま
た
天
井
は
棹
縁
天
井
で
、
一
部
は
疎
垂
木
で
化
粧
屋
根
裏
に
み
せ
る
な
ど
、

和
風
の
手
法
と
意
匠
を
も
つ
。

㉕　

池
田
谷
久
吉
「
木
造
最
後
の
大
劇
場
―
鶴
橋
劇
場
の
新
築
に
際
し
て
―
」『
建
築

と
社
会
』
第
九
輯
第
三
号
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
に
よ
る
と
、
大
阪
東
部

の
新
開
地
、
東
成
区
鶴
橋
町
の
鶴
橋
劇
場
は
、
こ
の
法
律
施
行
後
の
竣
工
（
お
そ
ら
く

こ
の
記
事
の
直
前
、
大
正
一
五
年
〈
一
九
二
六
〉
初
頭
あ
る
い
は
大
正
一
四
年
〈
一
九

二
五
〉
後
半
頃
）
で
は
あ
っ
た
が
、
設
計
が
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
施
行
前
で

あ
っ
た
た
め
、
木
造
で
の
建
築
が
特
別
に
認
め
ら
れ
た
大
劇
場
で
あ
っ
た
。
木
造
最
後



二
二

の
こ
の
大
劇
場
の
敷
地
面
積
が
五
二
〇
坪
余
り
、
建
坪
約
三
六
二
坪
と
い
う
の
が
、
北

陽
演
舞
場
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
等
し
い
の
は
興
味
深
い
。

㉖　

藤
岡
真
衣
「
梅
田
の
「
大
阪
歌
舞
伎
」
―
明
治
三
一
年
に
開
場
し
た
新
築
劇
場

―
」『
大
阪
都
市
遺
産
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

㉗　

大
阪
歌
舞
伎
に
先
行
す
る
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
竣
工
の
東
京
市
京
橋
区
木

挽
町
の
歌
舞
伎
座
は
木
造
な
が
ら
西
洋
風
の
外
観
を
も
ち
（
明
治
四
四
年
に
純
日
本
風

の
外
観
に
改
修
）、
ま
た
大
正
一
〇
年
焼
失
後
、
関
東
大
震
災
を
経
て
大
正
一
四
年
（
一

九
二
四
）
竣
工
し
た
建
物
は
岡
田
信
一
郎
設
計
で
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ

る
和
風
の
外
観
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
従
来
通
り
舞
台
・
観
客
席
を

主
体
と
す
る
建
物
で
、
充
実
し
た
待
合
空
間
は
見
ら
れ
な
い
（
鈴
木
博
之
・
初
田
亨
編

『
図
面
で
み
る
都
市
建
築
の
明
治
』
柏
書
房
、
一
九
九
〇
年
四
月
、
同
『
図
面
で
み
る
都

市
建
築
の
大
正
』、
一
九
九
二
年
六
月
）。

㉘　

編
輯
兼
発
行
人
堀
徳
太
郎
『
大
阪
劇
場
新
報
』
第
一
号
、
大
阪
劇
場
新
報
社
、
明
治

三
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
は
、
冒
頭
の
社
主
西
脇
九
穂
に
よ
る
「
発
刊
之
辞
」
に
つ

づ
け
て
、「
京
都
の
御
客
様
」「
神
戸
の
御
客
様
」
に
つ
い
て
開
演
・
閉
場
時
間
に
接
続

す
る
鉄
道
の
時
間
を
案
内
し
、
さ
ら
に
「
梅
田
御
着
開
演
迄
の
御
待
合
時
間
又
御
帰
宅

の
節
梅
田
汽
車
出
発
迄
の
間
は
當
劇
場
左
右
に
御
休
憩
御
飲
食
の
座
敷
数
十
室
有
之
候

に
付
御
待
合
に
は
毫
も
御
差
支
無
之
様
可
致
候
尤
も
座
敷
料
等
は
决
し
て
頂
戴
不
仕
候
」

と
あ
っ
て
、
開
演
ま
で
の
待
合
時
間
あ
る
い
は
、
閉
場
後
、
鉄
道
出
発
ま
で
の
休
憩
・

飲
食
が
で
き
る
「
座
敷
」
数
一
〇
室
を
、「
劇
場
」
の
左
右
に
設
け
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

㉙　
『
梅
田
歌
舞
伎
座　

劇
場
新
築
仕
様
書
』（『
中
村
儀
右
衛
門
資
料
』）
に
よ
る
と
、
舞

台
・
観
客
席
等
が
約
三
五
五
坪
、『
梅
田
歌
舞
伎
座　

劇
場
附
属
俳
優
部
屋
新
築
仕
様

書
』（
同
上
）
に
よ
る
と
楽
屋
（
俳
優
部
屋
）
が
空
地
三
一
坪
を
除
い
て
約
一
二
〇
坪

で
、
都
合
約
四
七
五
坪
と
な
り
、
本
館
と
楽
屋
（
劇
場
）
の
建
坪
に
つ
い
て
は
仕
様
書

二
点
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
儀
右
衛
門
の
履
歴
書
は
、「
楽
家
舞
台
及
本
家

店
（
来
客
居
室
炊
事
場
ヲ
除
ク
）」
に
つ
い
て
「
四
百
七
拾
余
坪
ノ
建
築
工
事
」
と
記
し

て
い
て
、
四
七
〇
余
坪
の
中
に
「
本
家
店
」
す
な
わ
ち
附
属
館
（
本
家
茶
屋
）
を
含
め

て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。

㉚　

第
二
節
に
記
し
た
よ
う
に
、
北
陽
演
舞
場
で
は
当
初
予
定
の
敷
地
規
模
三
九
〇
坪
が

五
二
五
坪
に
拡
張
さ
れ
、
こ
の
約
一
・
三
五
倍
の
敷
地
拡
張
が
別
館
（
待
合
空
間
）
の

整
備
充
実
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
阪
歌
舞
伎
で
の
拡
張
事
情
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。

㉛　
『
梅
田
歌
舞
伎
座　

劇
場
附
属
俳
優
部
屋
新
築
仕
様
書
』（『
中
村
儀
右
衛
門
資
料
』）

は
、「
木
製
日
本
造
二
階
建
壱
棟
」
の
全
体
を
「
四
棟
ニ
別
テ
建
築
」
し
た
も
の
で
、「
中

央
空
地
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
図
面
に
あ
る
通
り
、
楽
屋
す
な
わ
ち
俳
優
部
屋

（
家
）
が
舞
台
背
面
に
ロ
の
字
型
に
設
け
ら
れ
た
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

㉜　
『
中
村
儀
右
衛
門
資
料
』
に
大
阪
歌
舞
伎
関
係
の
図
面
が
複
数
確
認
で
き
る
が
、
立
面

図
は
見
当
た
ら
な
い
。『
梅
田
歌
舞
伎
座　

劇
場
新
築
仕
様
書
』
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
一　

本
館
木
製
西
洋
造
リ
塗
リ
家　

壱
棟
」
と
あ
る
。
本
館
は
木
造
で
、
外
観
フ
ァ
サ
ー
ド
な

ど
洋
風
の
建
築
で
あ
っ
た
。
註
㉘
前
掲
『
大
阪
劇
場
新
報
』
第
一
号
お
よ
び
、
同
第
二

号
、
大
阪
劇
場
新
報
社
、
一
八
九
八
年
二
月
お
よ
び
三
月
（
と
も
に
国
会
図
書
館
蔵
本

に
よ
る
。
第
二
号
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
）
は
、「
大
阪

歌
舞
伎
の
圖
」
と
題
し
て
正
面
外
観
の
写
真
を
掲
載
す
る
（
同
じ
写
真
が
『
郷
土
研
究　

上
方
』
第
一
三
号
、
一
九
三
二
年
一
月
、
一
〇
四
頁
に
も
み
え
る
）。
両
側
面
よ
り
正
面

中
央
が
前
方
に
若
干
突
出
し
、
三
連
ア
ー
チ
の
出
入
り
口
を
設
け
て
い
る
様
子
が
わ
か

る
。
こ
の
写
真
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
各
階
平
面
図
と
よ
く
合
致
す
る
。
な
お
中
央
頂
部
に

み
え
る
塔
家
に
つ
い
て
は
断
面
図
一
点
が
『
中
村
儀
右
衛
門
資
料
』
の
中
に
確
認
で
き

る
。

㉝　

大
阪
歌
舞
伎
関
連
の
資
料
の
う
ち
、
図
面
類
は
「
梅
田
歌
舞
伎
座
」
と
墨
書
す
る
紙
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箱
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
待
合
空
間
の
建
物
に
関
す
る
資
料
と
し
て
特
定
・

推
定
で
き
る
も
の
は
、
管
見
で
は
そ
れ
ら
の
中
に
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
同
資
料
を
含

む
中
村
儀
右
衛
門
資
料
の
全
体
を
通
し
て
の
、
詳
細
な
検
証
・
分
析
が
今
後
必
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
資
料
紹
介
・
報
告
の
類
を
別
に
す
れ
ば
、
建
築
史
か

ら
の
論
考
は
寡
聞
に
し
て
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
関
西
大
学
が
入
手
し
た
中
村
儀
右
衛

門
資
料
は
現
在
、
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
が
保
管
し
、「
部
外
者
」
に
は

非
公
開
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
筆
者
が
行
っ
た
資
料
調
査
は
、

お
も
に
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
写
真
複
写
の
紙
焼
き
（
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
）
の
閲
覧
に
と
ど

ま
る
。

㉞　

中
村
儀
右
衛
門
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
藪
田
貫
・
藤
岡
真
衣
「
大
阪
都
市
遺
産
と
道

頓
堀
―
大
阪
の
劇
場
大
工　

中
村
儀
右
衛
門
資
料
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」『
大
阪
都

市
遺
産
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
が
履
歴
書
を
も
と
に
概
説
す
る
。
た
だ
し
大

阪
で
の
最
初
の
仕
事
が
道
頓
堀
、
千
日
前
な
ど
の
劇
場
で
は
な
く
、
新
町
廓
の
建
築
で

あ
っ
た
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ほ
か
に
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
・

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
（
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
編
『
再
現
！
道
頓
堀

の
芝
居
小
屋
―
道
頓
堀
開
削
三
九
九
年
―
』（
同
タ
イ
ト
ル
の
展
覧
会
図
録
）
二
〇

一
四
年
四
月
は
、
中
村
儀
右
衛
門
、
中
村
儀
右
衛
門
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
が
（
執

筆
：
櫻
木
潤
）、
上
記
藪
田
ほ
か
論
考
と
同
様
、
新
町
廓
の
建
築
に
つ
い
て
記
さ
な
い
。

㉟　

大
工
中
村
儀
右
衛
門
が
新
町
や
堀
江
と
い
っ
た
花
街
の
建
築
、
演
舞
場
の
設
計
・
施

工
に
関
わ
る
に
至
っ
た
具
体
的
な
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
儀
右

衛
門
の
出
生
地
は
、「
西
区
北
堀
江
上
通
弐
丁
目
」
で
あ
る
。
堀
江
廓
の
堀
江
座
が
そ
の

一
番
地
、
明
楽
座
が
一
四
番
地
で
、
い
ず
れ
も
同
じ
町
内
で
あ
る
（
前
掲
註
⑨
参
照
）。

ま
た
明
治
中
期
以
降
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
大
工
業
を
営
ん
で
い
た
そ
の
場
所
に
つ
い

て
、
履
歴
書
に
「
大
阪
市
南
区
九
郎
右
エ
門
町
弐
百
五
拾
壱
番
屋
敷
」
と
あ
る
（「
屋

敷
」
は
「
邸
」
と
も
記
す
）。「
九
郎
右
エ
門
町
」
は
南
地
五
花
街
の
一
つ
で
、
そ
の
西

北
部
を
占
め
る
地
域
で
あ
る
。
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
七
月
の
『
大
阪
地
籍
地
図

三　

土
地
台
帳
之
部
』
に
よ
る
と
、「
九
郎
右
衛
門
町
」
の
地
番
「
五
八
」
に
「
中
村
儀

左
衛
門
」（「
左
」
は
「
右
」
の
誤
記
か
）
が
み
え
る
。
敷
地
坪
数
一
一
・
三
坪
で
あ
る
。

『
大
阪
地
籍
地
図
一　

東
・
南
区
及
接
続
町
村
之
部
』
の
地
籍
図
に
よ
れ
ば
、
地
番
「
五

八
」
は
、
道
頓
堀
川
に
架
か
る
新
戎
橋
を
北
か
ら
南
に
わ
た
っ
て
、
橋
の
西
側
、
川
沿

い
の
街
区
の
東
か
ら
四
番
目
に
あ
た
る
。

㊱　
『
第
十
二
回
浪
花
踊
』（
新
町
番
付
、
一
九
二
二
）
に
よ
れ
ば
、
儀
右
衛
門
に
よ
る
明

治
二
五
年
新
築
の
婦
徳
会
場
を
「
新
町
演
舞
場
」
と
記
し
、「
芸
妓
の
技
芸
修
練
の
目
的

を
以
て
」
つ
く
ら
れ
た
「
純
日
本
式
総
檜
造
の
様
式
」
の
建
物
で
あ
っ
た
と
説
明
す
る
。

新
町
浪
花
踊
の
初
演
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
春
秋
二
回

の
温
習
会
の
会
場
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
明
治
四
一
年
以
降
、
春
は
浪
花
踊
、
秋
は
歌

舞
温
習
会
の
場
と
な
っ
て
い
て
、
婦
徳
会
場
は
明
治
四
一
年
に
大
き
な
改
修
を
う
け
て

文
字
通
り
演
舞
場
に
な
っ
た
ら
し
い
。
曾
根
崎
演
舞
場
は
明
治
二
三
年
に
焼
失
し
て
い

て
当
時
は
不
在
で
、
浪
花
踊
は
長
期
に
わ
た
っ
て
中
断
し
て
い
た
う
え
、
明
治
四
二
年

の
「
北
の
大
火
」
も
あ
り
、
新
町
で
の
浪
花
踊
は
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
。

㊲　

藪
田
貫
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
『
当
用
日
記
』
に
つ
い
て
」（『
第
四
三
回
（
平
成
二

六
年
度
）
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
報
告
書　

芝
居
町
道
頓
堀
の
復
元
的
研
究

―
芝
居
小
屋
と
芝
居
茶
屋
を
中
心
に
―
』、
研
究
代
表
者
藪
田
貫
）
に
紹
介
さ
れ
る
、

『
当
用
日
記
』
大
正
三
年
（
一
九
一
二
）
三
月
の
概
説
に
よ
る
。

㊳　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
一
五
日
付
。
同
記
事
は
、
彼
ら
を

「
劇
場
の
建
築
に
馴
れ
た
る
棟
梁
」
と
記
す
。

㊴　
『
第
四
回
木
花
踊
』（
堀
江
番
付
、
一
九
一
八
年
）
の
「
演
舞
場
新
築
梗
概
」。

㊵　

前
掲
註
㊲
の
『
当
用
日
記
』
の
概
説
に
よ
る
（
大
正
三
年
〈
一
九
一
四
〉
三
月
七
日
、

九
日
、
五
月
三
日
、
六
月
七
日
各
条
）。
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㊶　

前
掲
註
㊲
の
『
当
用
日
記
』
の
概
説
に
よ
る
（
大
正
三
年
〈
一
九
一
四
〉
六
月
一
二

日
条
）。

㊷　

大
林
組
編
集
『
大
林
組
建
築
家
列
伝　

そ
の
一　

松
本
禹
象
』、
私
家
版
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
設
計
部
門
長
、
松
本
禹
象
に
よ
る
設
計
で
、
松
本
は
現
場
の
工
事
主
任
も
兼
務

し
た
と
い
う
。
な
お
和
風
を
基
調
に
し
た
建
物
の
設
計
に
は
京
都
府
技
師
の
亀
岡
末
吉

が
設
計
顧
問
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。
関
連
し
て
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
～
大
正

三
年
（
一
九
一
四
）
に
技
術
雇
と
し
て
亀
岡
の
部
下
と
な
っ
た
岩
崎
平
太
郎
の
旧
蔵
資

料
が
川
島
智
生
『
岩
崎
平
太
郎
の
仕
事
』
淡
交
社
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
紹
介
さ
れ
、

演
舞
場
の
正
立
面
図
一
点
が
同
書
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
大
林
組
所
蔵
図
面
な

ど
と
同
様
、
待
合
棟
が
小
規
模
で
、
構
想
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
原
案

設
計
を
実
際
に
担
っ
た
の
は
岩
崎
で
あ
っ
た
と
川
島
は
主
張
す
る
。

㊸　

日
本
建
築
学
会
編
『
近
代
日
本
建
築
学
発
達
史　

復
刻
版　

下
』
文
正
書
院
、
二
〇

〇
一
年
一
二
月
。

㊹　
『
第
十
八
回
浪
花
踊
』（
北
陽
番
付
）、
一
九
三
二
年
。

㊺　
『
道
頓
堀
』
第
七
年
第
七
三
輯
、
昭
和
七
年
一
〇
月
（
大
阪
歌
舞
伎
座
新
築
開
場
記
念

号
）。「
宅
内
装
飾　

家
具
敷
物
商
」
の
壽
商
店
の
椅
子
部
に
よ
る
広
告
を
掲
載
す
る
。

同
広
告
は
「
特
許
壽
式
並
ニ
啞
関
節
式
座
席
開
閉
連
結
椅
子
」
と
題
し
、
上
部
に
竣
工

し
た
大
阪
歌
舞
伎
座
の
観
客
席
の
写
真
、
中
ほ
ど
に
「
主
た
る
上
納
先
」
そ
し
て
下
部

に
、
座
席
の
開
閉
を
は
じ
め
特
長
四
点
を
記
す
。「
主
た
る
上
納
先
」
と
し
て
列
記
さ
れ

る
の
は
多
く
が
東
京
で
あ
る
が
、
九
番
目
に
「
大
阪
北
演
舞
場
」、
一
〇
番
目
に
「
大
阪

歌
舞
伎
座
」
と
あ
り
、
大
阪
で
は
こ
の
二
施
設
で
あ
る
。

㊻　

た
だ
し
婦
徳
会
場
（
新
町
演
舞
場
）
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
建
物
を
売
却
、
新

築
の
た
め
の
設
計
に
着
手
し
、
竣
工
し
た
の
は
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
で
、
設
計

は
片
岡
建
築
事
務
所
（
担
当
吉
木
久
吉
）、
施
工
は
竹
中
工
務
店
で
あ
っ
た
（
前
掲
註
⑰

参
照
）。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
初
演
の
新
町
浪
花
踊
は
こ
の
間
、
休
演
し
て
い

た
。

㊼　

前
掲
註
④
佐
藤
「
北
新
地
の
変
遷
」
参
照
。

㊽　

遡
っ
て
大
阪
府
告
示
に
よ
り
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
月
を
も
っ
て
「
貸
座

敷
免
許
地
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
北
新
地
（
曾
根
崎
）
は
芸
妓
の
み
の
地
域

と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
実
態
（
実
効
性
）
は
と
も
か
く
、
演
舞
場
が
有
す
る
機
能
・
用

途
の
多
様
化
の
一
契
機
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

㊾　
『
大
阪
堀
江
遊
廓
資
料
』、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
。

㊿　
『
郷
土
研
究　

上
方
』
第
一
〇
六
号
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
。


